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書陵部紀要第72号

一
、
序

前
稿
に
引
続
き
、
書
陵
部
所
蔵
の
旧
紅
葉
山
御
文
庫
本
（
以
下
「
御
文
庫
本
」）
の
目

録
を
作
成
し
た
。
今
回
は
集
部
を
扱
う
。
御
文
庫
本
の
判
定
基
準
は
前
稿
ま
で
同
様
で
あ

る
。

二
、
集
部
図
書

１
．
概
要

今
回
集
部
図
書
と
し
て
認
定
・
著
録
し
た
の
は
凡
て
一
四
六
部
一
七
三
六
点
。
う
ち

『
御
書
籍
来
歴
志
』（
以
下
『
来
歴
志
』）
所
載
本
は
四
二
部
八
七
七
点
。

『
来
歴
志
』
所
載
本
の
う
ち
宮
内
省
に
移
管
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、『
李
嶠
百
詠
』

『
文
選
心
訣
』
の
二
部
で
、
前
者
は
慶
長
御
写
本
ゆ
え
明
治
二
十
四
年
の
移
管
対
象
と
な

ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
現
在
国
立
公
文
書
館
（
内
閣
文
庫
）
蔵
（
請
求
番
号 

別
41

７
『
百
廿
詠
）
1
（

』）、
後
者
は
存
否
未
詳
。

特
徴
と
し
て
は
明
刊
本
の
圧
倒
的
な
量
で
あ
る
。
御
文
庫
本
集
部
全
体
に
お
け
る
明
刊

本
の
量
に
つ
い
て
は
未
勘
ゆ
え
即
断
は
で
き
な
い
が
、〝
貴
重
書
と
し
て
〞
選
別
さ
れ
た

も
の
の
中
に
こ
れ
だ
け
あ
る
の
だ
か
ら
、
全
体
と
し
て
集
部
に
多
く
の
明
版
が
あ
る
の
だ

ろ
う
。
ま
た
所
謂
駿
府
御
文
庫
本
が
一
四
部
も
あ
る
の
は
、
四
部
全
体
の
半
分
弱
で
あ
り
、

こ
れ
も
ま
た
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、『
元
治
目
録
』
で
集
部
別
集
類
（
上
）
と
し

て
著
録
さ
れ
る
『
陸
宣
公
集
）
2
（

』（
函
架
番
号
506

36
、
来
歴
志
本
）
は
、
移
管
時
史
部
図

書
と
さ
れ
て
い
た
関
係
で
す
で
に
扱
っ
た
の
で
、
今
回
の
表
に
は
含
ん
で
い
な
い
。

２
．
図
書
点
描

①　
『
張
説
之
文
集
』 

函
架
番
号
404

35

唐
張
説
撰
。
明
天
啓
七
年
写
嘉
靖
十
六
年
刊
本
、
明
崇
禎
三
年
同
十
二
年
朱
筆
校
正
。

線
装
・
大
本
・
六
冊
）
3
（

。
天
啓
七
年
「
何
氏
刻
本
」（
何
某
の
所
持
し
た
刊
本
か
○
あ
る
い
は

「
何
氏
」
が

「
伍
氏
」
の
誤
写
な

ら
ば
嘉
靖
刊
本
の
謂
）
を
借
り
て
写
し
た
も
の
を
、
ま
ず
崇
禎
三
年
、「
英
華
文
粋
」（
あ
る

い
は
『
文
苑
英
華
』『
唐
文
粋
』
の
謂
か
）
の
諸
本
に
よ
り
校
し
、
同
十
二
年
葉
林
宗
な

る
人
物
の
抄
本
（
写
本
）
二
〇
巻
分
を
得
た
の
で
対
校
し
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
五
巻
分

図
書
寮
蔵
紅
葉
山
御
文
庫
本
目
録
（
四
）
│
│
集
部
│
│

　

臼
　
井
　
和
　
樹
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が
残
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
同
じ
く
後
欠
五
巻
な
が
ら
銭
牧
斎
な
る
男
の
所
持
し
て
い
た
本

で
も
対
校
し
た
が
、
銭
本
に
よ
り
四
葉
分
を
増
補
で
き
た
と
い
う
（
奥
書
類
に
つ
い
て
は

『
来
歴
志
』
に
も
引
用
せ
ら
れ
る
）。
こ
れ
ら
の
奥
書
か
ら
判
明
す
る
、
も
と
と
な
っ
た
嘉

靖
十
六
年
椒
郡
伍
氏
龍
池
草
堂
刊
本
自
体
は
現
在
四
部
叢
刊
で
影
印
さ
れ
て
い
て
現
代
の

我
々
は
容
易
に
見
ら
れ
、
そ
の
点
で
は
も
の
珍
し
く
は
な
い
が
、
同
時
代
の
日
本
に
比
べ

て
は
る
か
に
出
版
が
盛
ん
で
あ
り
、
刊
本
に
は
事
欠
か
な
い
中
国
で
さ
え
、
あ
る
書
物
を

入
手
し
よ
う
と
す
る
と
困
難
な
状
況
も
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
の
が
大
変
興
味
深
い
（
こ

の
こ
と
は
、
二

３

④
で
扱
う
藍
格
鈔
本
に
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
）。

②　
『
陶
靖
節
集
』 

函
架
番
号
511

43

晋
陶
潜
撰
。
明
万
暦
十
五
年
刊
。
線
装
・
半
紙
本
大
・
四
冊
）
4
（

。
陶
潜
（
淵
明
）
の
詩
文

集
で
あ
る
。

本
書
は
所
謂
「
駿
府
御
文
庫
本
」（
徳
川
家
康
旧
蔵
書
）
と
さ
れ
る
も
の
の
ひ
と
つ
に

数
え
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、『
好
書
故
事
』
巻
五
二
所
引
「
大
御
所
被
進
公
方
樣
御
書
籍

目
錄
之
寫
）
5
（

」
に
は
、「
靖
節
集　
　
　

二
冊
」
と
見
え
、
冊
数
に
違
い
が
あ
る
。
加
え
て
、

他
の
駿
府
御
文
庫
本
は
ほ
ぼ
朝
鮮
版
だ
が
）
6
（

、
こ
れ
と
史
部
の
『
戦
国
策
』（
511

39
）
の

み
明
版
な
の
も
少
々
不
審
と
い
え
ば
不
審
で
あ
る
。
駿
府
御
文
庫
本
は
他
の
書
籍
の
中
に

埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
を
、
寛
政
十
年
に
林
家
に
伝
わ
っ
て
い
た
目
録
を
も
と
に
見

出
し
た
由
で
あ
り
、
実
際
本
当
に
こ
の
本
な
の
か
は
検
討
の
余
地
も
あ
ろ
う
）
7
（

。『
陶
靖
節

集
』
の
み
見
出
し
え
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

本
書
は
縹
色
亀
甲
繋
地
龍
文
艶
出
表
紙
を
持
つ
が
、
こ
れ
と
色
違
い
│
│
茶
色
│
│
の

表
紙
の
『
石
倉
十
二
代
詩
選
）
8
（

』（
404

72
）
は
、『
重
訂
目
録
』
ま
で
三
三
〇
冊
な
の
が

『
元
治
目
録
』
で
三
三
一
冊
と
な
っ
て
お
り
、
特
段
ど
の
冊
か
で
表
紙
が
違
っ
て
い
る
と

か
新
し
い
と
か
と
い
う
差
異
を
見
出
し
え
な
い
か
ら
、
こ
の
表
紙
に
な
っ
た
の
は
『
重
訂

目
録
』
編
纂
以
後
と
推
す
る
こ
と
が
で
き
、『
陶
靖
節
集
』
も
こ
れ
と
比
較
的
近
い
時
期

に
修
補
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
や
は
り
文
化
十
四
年
に
本
箱

が
改
製
さ
れ
た
こ
と
と
軌
を
一
に
す
る
と
み
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
後
考
を
期
す
。

③　
『
安
陽
集
』 

函
架
番
号
555

43

宋
韓
琦
撰
（
別
録
王
巌
叟
撰
、
遺
事
強
至
撰
）。
清
乾
隆
五
年
刊
。
線
装
・
大
本
・
八

冊
）
9
（

。
詩
人
と
し
て
も
知
ら
れ
た
北
宋
の
宰
相
・
韓
琦
の
文
集
で
あ
る
。

本
書
は
豊
後
佐
伯
藩
主
毛
利
高
翰
献
納
本
（
毛
利
高
標
旧
蔵
書
）
で
あ
る
が
、
首
冊
首

に
は
「
佐
伯
侯
毛
利
高
標
字
培
松
臧
書
画
之
印
」
が
捺
さ
れ
て
お
ら
ず
、
第
七
冊
首
│
│

別
録
冒
頭
│
│
に
捺
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
献
納
に
先
立
ち
蔵
書
印
を
捺
し
た

際
に
は
、
順
序
が
乱
れ
、
別
録
を
先
と
し
、
第
七
冊
が
冒
頭
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
窺

い
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
蔵
書
印
で
は
な
い
が
、
中
国
の
紙
屋
の
印
と
思
し
い
「
川
太
史

紙
」
の
朱
長
方
印
が
巻
四
九
第
一
丁
に
捺
さ
れ
て
い
る
の
も
興
味
深
い
。

そ
し
て
本
書
の
何
よ
り
の
面
白
さ
は
多
数
の
刻
工
名
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
だ
。
書
肆

も
「
晩
香
書
屋
」
と
判
明
し
て
お
り
、
当
時
の
出
版
状
況
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

④　
『
文
選
補
遺
』 

函
架
番
号
555

58

宋
陳
仁
子
輯
誦
、
宋
譚
紹
烈
纂
類
。
清
乾
隆
二
年
序
刊
。
線
装
・
半
紙
本
大
・
一
六
冊
）
10
（

。

真
徳
秀
（『
真
西
山
文
集
）
11
（

』
の
著
者
）
の
『
文
章
正
宗
）
12
（

』
に
の
っ
と
り
、『
文
選
』
の
文
を

甲
乙
し
、
ま
た
『
文
選
』
の
欠
を
補
っ
た
書
物
で
あ
る
（『
大
漢
和
辞
典
』「
文
選
補
遺
」・

『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』「
文
選
補
遺
」）。

本
書
に
も
以
前
触
れ
た
例
の
「
茅
津
高
氏
監
臧
○
或
は
「
第

津
高
氏
監
臧
」」
印
が
捺
さ
れ
る
。
集
部

に
も
同
印
が
捺
さ
れ
た
も
の
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
た
が
、
他
部
な
ど
の
本
）
13
（

も
併
せ
て
考
え

て
み
る
と
、
お
お
む
ね
乾
隆
刊
本
の
一
群
と
看
做
し
て
よ
い
だ
ろ
う
と
思
う
。

⑤　
『〈
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
〉
古
文
真
宝
後
集
』 

函
架
番
号
555

94
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宋
黄
堅
撰
、
元
林
以
正
註
。
慶
長
十
四
年
刊
（
古
活
字
版
）。
和
装
・
大
本
・
二
冊
）
14
（

。

宋
代
ま
で
の
名
文
を
収
め
た
初
学
者
用
の
書
物
。
近
世
初
期
に
木
活
字
で
出
版
さ
れ
た
、

所
謂
古
活
字
版
で
あ
る
。
当
部
収
蔵
御
文
庫
本
集
部
の
う
ち
、
和
版
は
本
書
以
外
に
『
皇

元
風
雅
）
15
（

』（
404

60
）
が
あ
る
の
み
で
、
こ
ち
ら
は
五
山
版
で
あ
る
。

『
古
文
真
宝
後
集
』
自
体
は
、『
官
庫
書
籍
目
録
』（
延
宝
目
録
）
第
三
巻
・
詩
文
に
は

「
同〔古
文
〕後
集　
　
　
　

二
」
と
見
え
、
続
く
『
官
府
書
目
』（
享
保
八
年
目
録
）
に
は
「
古

文
後
集　
和
板
五
部
二
」
と
見
え
、
部
数
が
増
加
し
て
い
る
が
、『
御
書
目
録
』（
明
和
目

録
）
で
は
「
古
文
眞
寳　
後
集　

和
板　
　

二
冊
」
と
あ
る
か
ら
、
整
理
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
知
ら
れ
、
明
和
時
点
で
の
注
記
に
「
林
弥
一
郎
信
貞
献
」（
信
貞
は
林
永
喜
の
子
）
と

あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
延
宝
時
点
で
御
文
庫
に
あ
り
、
整
理
の
結
果
残
さ
れ
た
可
能
性

は
高
か
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
重
訂
目
録
に
お
い
て
は
『
古
文
真
宝
』
が
一
切
見
当
ら
な
い
。

こ
れ
は
│
│
本
書
に
つ
い
て
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
│
│
現
象
面
と
し
て
は
極
め
て
不
審

で
あ
る
。
収
書
時
期
に
つ
い
て
、
現
状
で
は
重
訂
目
録
編
纂
よ
り
後
、
元
治
目
録
編
纂
以

前
の
収
儲
と
の
み
し
か
述
べ
ら
れ
な
い
。

３
．
特
徴
的
な
書
籍
群

経
部
・
史
部
・
子
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
も
の
を
中
心
に
、
書
誌
デ
ー
タ

が
あ
ま
り
な
い
も
の
や
、
特
徴
的
な
も
の
を
中
心
に
「
図
書
点
描
」
を
し
て
き
た
が
、
本

稿
で
は
、「
点
描
」
は
こ
れ
く
ら
い
に
し
て
、
特
徴
的
な
書
物
群
に
注
目
し
て
記
述
し
て

み
る
こ
と
に
す
る
。
無
論
「
特
徴
的
な
書
物
群
」
な
る
も
の
は
集
部
に
限
っ
た
は
な
し
で

は
な
い
が
、今
回
は
集
部
を
中
心
と
し
て
考
え
て
み
た
い
（
適
宜
他
部
の
情
報
を
織
込
む
）。

①
「
内
府
蔵
書
」
印
を
持
ち
、
寛
文
十
一
年
収
儲
の
一
群

ま
ず
は
「
内
府
蔵
書
）
16
（

」
の
朱
方
印
を
持
ち
、『
御
文
庫
目
録
』
か
ら
寛
文
十
一
年
に
御

文
庫
に
入
っ
た
こ
と
が
分
か
る
書
籍
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
『
兪
仲
蔚
集
）
17
（

』（
明
万
暦
刊
） 

404

40　
　

八
冊

　
　
　
　
　
『
張
東
海
集
）
18
（

』（
明
正
徳
刊
） 

404

42　
　

八
冊

　
　
　
　
　
『
叢
青
軒
集
）
19
（

』（
明
刊
崇
禎
十
三

年
頃
刊
ヵ
） 

404

49　
　

四
冊

　
　
　
　
　
『
淡
然
軒
集
）
20
（

』（
明
万
暦
三
十
年
序
刊
） 

404

54　
　

六
冊

　
　
　
　
　
『
湘
皐
集
）
21
（

』（
明
嘉
靖
三
十
四
年
序
刊
） 

555

65　
　

八
冊

は
じ
め
の
四
つ
に
「
内
府
蔵
書
」
印
が
捺
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
『
来
歴
志
』
が
す

で
に
指
摘
し
て
い
る
が
（「
王
業
浩
印
」
の
押
捺
も
共
に
指
摘
）、『
湘
皐
集
』
も
含
め
こ

れ
ら
五
書
と
も
寛
文
十
一
年
収
儲
な
の
は
興
味
深
い
。
一
方
で
、
集
部
以
外
も
含
め
て

「
内
府
蔵
書
」
印
が
捺
さ
れ
る
書
物
の
う
ち
、『
論
存
』（
403

54
）
が
延
宝
七
年
（『
御
文

庫
目
録
』）、『
常
熟
県
水
利
全
書
』（
402

82
）
と
『
汪
禹
乂
集
）
22
（

』（
555

89
）
が
享
保
元

年
以
前
（『
官
庫
書
籍
目
録
』（
延
宝
目
録
））
│
│
実
際
の
と
こ
ろ
目
録
の
編
纂
経
緯
・

性
格
に
照
せ
ば
延
宝
八
年
以
前
と
み
た
方
が
正
確
だ
ろ
う
│
│
、『
皇
甫
司
勲
集
）
23
（

』（
404

53
）
が
文
政
十
一
年
（
佐
伯
毛
利
本
）、『
孫
子
大
文
』（
403

111
）
が
天
保
七
年
（
重
訂

目
録
編
纂
）
以
前
の
御
文
庫
収
儲
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
江
戸
前
期
、
延
宝
八
年
以
前
に

順
次
長
崎
に
渡
来
し
、
御
文
庫
に
入
る
も
の
も
市
中
に
流
れ
る
も
の
も
あ
り
、『
皇
甫
司

勲
集
』『
孫
子
大
文
』
に
至
っ
て
は
巡
り
め
ぐ
っ
て
御
文
庫
に
収
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
当

部
に
も
御
文
庫
本
以
外
の
同
印
の
あ
る
本
と
し
て
『
弇
州
山
人
四
部
稿
目
録
』（
国

326
）

が
あ
り
、
国
分
本
で
あ
る
。

こ
の
「
内
府
蔵
書
」
の
蔵
書
群
を
考
察
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
の
は
当
然
と
も
に
捺
さ

れ
る
蔵
書
印
・
各
書
の
版
種
・
分
類
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
蔵
書
印
の
組
合
せ
の
問
題
は
よ

く
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ど
の
よ
う
な
人
々
の
手
を
渡
っ
て
伝
わ
っ
て
き
た
の
か
、

図
書
群
の
離
合
集
散
が
よ
く
分
か
る
か
ら
で
あ
る
。
版
種
も
明
刊
本
が
多
い
よ
う
だ
。
ま
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た
『
寵
寿
堂
詩
集
』（
158

148
、
清
版
）
に
同
文
の
印
が
あ
る
が
、
陰
刻
ゆ
え
無
関
係
だ

ろ
う
。
分
類
と
し
て
は
、
見
た
と
こ
ろ
各
部
に
亘
る
も
の
の
、
集
部
に
偏
っ
て
い
る
よ
う

に
も
見
え
る
。
他
機
関
の
蔵
書
と
併
せ
て
よ
く
よ
く
検
討
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

②　

明
熊
人
霖
校
崇
禎
十
三
年
刊
本

次
に
、
崇
禎
十
三
年
こ
ろ
同
一
書
肆
（
工
房
）
で
作
ら
れ
た
と
思
し
き
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
『
駱
臨
海
文
集
）
24
（

』（
明
崇
禎
十
三
年
序
刊
） 

555

29　
　

二
冊

　
　
　
　
　
『
宗
忠
簡
公
集
）
25
（

』（
明
崇
禎
十
三
年
序
刊
） 

555

50　
　

二
冊

こ
れ
ら
は
版
式
が
共
通
し
て
お
り
、
四
周
単
辺
無
界
８
行
19
字
、
匡
郭
は
19
・
０
×

12
・
８
内
外
で
あ
り
、
本
文
に
は
傍
点
や
圏
点
と
い
っ
た
符
号
を
伴
い
、
欄
外
に
頭
注
が

あ
る
。
と
も
に
熊
人
霖
な
る
人
物
の
校
で
、
同
人
の
序
が
あ
る
。
蔵
書
印
も
朱
方
印
「
石

室
分
藏
」
が
共
通
し
て
捺
さ
れ
る
。
し
か
も
と
も
に
正
保
二
年
収
儲
（『
御
文
庫
目
録
』）

で
あ
る
点
は
見
逃
し
難
い
。
こ
の
事
象
も
あ
る
ひ
と
つ
の
傾
向
に
属
す
る
蔵
書
群
か
ら
切

取
ら
れ
た
断
片
を
見
せ
ら
れ
て
い
る
が
如
く
で
あ
る
。
な
お
、
熊
人
霖
関
係
書
と
し
て
、

内
閣
文
庫
に
Ⓐ
『
皇
明
名
臣
言
行
録
繹
）
26
（

』（
史
67

９
）・
Ⓑ
『
義
烏
県
志
）
27
（

』（
史
177

６
）・
Ⓒ
『
南
栄
集
詩
選
）
28
（

』（
集
44

３
）
が
あ
る
が
（
Ⓑ
は
自
身
が
知
県
と
し
て
、
Ⓒ
は

自
身
の
詩
文
集
と
し
て
編
輯
）、
版
式
が
先
の
両
書
と
似
通
っ
て
い
る
の
は
Ⓐ
だ
け
だ
。

③　

明
曹
荃
校
崇
禎
十
三
〜
十
四
年
頃
刊
本

先
の
も
の
と
は
別
に
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
明
崇
禎
十
三
〜
四
年
頃
に
別
の
ひ
と
つ
の
工
房

で
出
版
さ
れ
た
ら
し
い
図
書
の
一
群
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
『
東
皐
子
集
）
29
（

』（
明
崇
禎
十
四
年
序
刊
） 

555

28　
　

一
冊

　
　
　
　
　
『
宋
学
士
集
）
30
（

』（
明
崇
禎
十
三
年
序
刊
） 

555

31　
　

一
冊

　
　
　
　
　
『
李
北
海
集
）
31
（

』（
明
崇
禎
十
三
年
序
刊
） 

555

33　
　

一
冊

　
　
　
　
　
『
蕭
文
元
集
）
32
（

』（
明
崇
禎
十
三
年
序
刊
） 

555

40　
　

一
冊

本
文
の
版
式
は
左
右
双
辺
有
界
９
行
18
字
、
匡
郭
19
・
８
×
13
・
５
内
外
、
版
心
に
字

数
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
、
こ
れ
ま
た
共
通
し
た
形
式
の
校
者
曹
荃
）
33
（

に
よ
る
序
が
冊

首
に
置
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
に
は
い
ず
れ
も
朱
丸
印
「
潁
川
」・
朱
方
印
「
磐
生
）
34
（

」
が
捺
さ
れ
て

お
り
、
同
じ
人
が
、
同
じ
工
房
で
作
ら
れ
た
書
物
を
同
時
期
に
購
求
し
た
も
の
が
、
塊
の

か
た
ち
で
別
人
の
手
に
渡
り
、
さ
ら
に
本
邦
に
齎
さ
れ
た
こ
と
が
容
易
に
想
定
さ
れ
よ
う
。

ま
た
こ
れ
と
類
似
の
性
質
を
も
つ
の
が
、

　
　
『
初
唐
四
子
集
）
35
（

』（
明
崇
禎
十
三
年
序
刊
） 

　

555

120　
　

六
冊

で
、
版
式
も
左
右
双
辺
９
行
18
字
、
匡
郭
19
・
８
×
13
・
３
と
ほ
ぼ
同
一
、
版
心
に
は
字

数
が
刻
さ
れ
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
加
え
て
刻
工
名
も
あ
る
。
但
、
本
書
の
場
合
、
明

の
張

ち
ょ
う
し
ょ
う
│
│
後
述
の
藍
格
鈔
本
『
李
趙
公
集
』『
張
曲
江
集
』
）
37
（

の
親
本
の
校
者
で
あ
る

│
│
が
、
楊
烱
・
駱
賓
王
・
王
勃
・
盧
照
鄰
の
所
謂
初
唐
四
傑
の
集
の
編
纂
刊
行
を
図
っ

た
が
、「
未
及
三
家
而
歿
」
し
た
の
だ
と
い
い
（
張
紹
科
張弟

「
駱
侍
御
集
序
」）、
表
に

曹
荃
の
名
は
見
え
ぬ
。
お
そ
ら
く
は
弟
紹
科
ら
に
よ
り
前
四
書
と
同
一
工
房
で
作
ら
れ
た

の
だ
ろ
う
。
第
四
冊
（
実
の
と
こ
ろ
こ
れ
が
真
の
首
冊
と
思
し
い
）
に
「
刻
初
唐
四
子
集

序
」
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
他
で
も
な
い
曹
荃
の
撰
な
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
こ
の
出
版

事
業
と
工
房
と
を
つ
な
い
だ
の
が
曹
荃
だ
ろ
う
か
。
工
房
と
曹
荃
と
の
関
係
が
非
常
に
気

に
な
る
と
こ
ろ
だ
。
ち
な
み
に
こ
の
本
に
も
「
潁
川
」「
磐
生
」
両
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
「
潁
川
」「
磐
生
」
印
は
、
同
じ
丁
に
あ
る
場
合
が
多
い
が
、「
潁
川
」
が

冊
首
、「
磐
生
」
が
巻
首
に
捺
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
。
ま
た
、
両
印
は
註
（
34
）
で
示

し
た
よ
う
に
常
に
一
緒
に
捺
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
朱
色
は
似
通
っ

て
い
る
が
、
別
人
の
印
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、「
磐
生
」
印
に
は
も
う
一
種

あ
る
（『
黄
文
献
公
文
集
）
38
（

』（
555

62
、
佐
伯
毛
利
本
）
に
「
潁
川
」
印
と
と
も
に
捺
さ
れ

（
36
）
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る
）。さ

て
、
冒
頭
に
掲
げ
た
四
書
は
『
御
書
目
録
』
に
初
め
て
見
え
る
も
の
で
あ
る
。『
御

書
目
録
』
に
は
多
く
収
儲
経
緯
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
記
述

を
欠
き
、
享
保
八
年
以
降
、
明
和
以
前
と
い
う
以
上
は
現
時
点
で
は
い
え
な
い
。
あ
く
ま

で
推
定
の
域
を
出
ぬ
が
、
こ
の
四
書
は
同
時
期
の
収
儲
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

④　

藍
格
鈔
本

次
い
で
、
藍
格
鈔
本
の
一
群
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
『
李
趙
公
集
）
39
（

』（
明
鈔
） 

555

30　
　

三
冊

　
　
　
　
　
『
張
曲
江
集
）
40
（

』（
明
鈔
） 

555

32　
　

三
冊

こ
れ
ら
は
書
式
が
揃
っ
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
見
て
、
お
そ
ら
く
は
明
代
中
国
の
同
じ

と
こ
ろ
で
書
写
さ
れ
、
本
邦
に
持
ち
来
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
こ

れ
ら
の
編
纂
者
が
い
ず
れ
も
先
に
③
で
み
た
『
初
唐
四
子
集
』
の
編
纂
刊
行
の
企
画
者

だ
っ
た
張

だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
張

に
は
隋
以
前
の
総
集
た

る
『
七
十
二
家
集
』、
初
唐
の
総
集
で
あ
る
『
初
唐
四
子
集
』
が
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ

の
他
に
も
唐
人
の
集
の
校
訂
も
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
こ
れ

ら
を
含
む
総
集
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ぬ
。

＊　
　

＊　
　

＊

こ
の
他
、
朱
方
印
「
懐
玄
」
を
捺
す
嘉
靖
年
間
の
刊
本
（『
庾
開
府
詩
集
）
41
（

』（
明
〔
嘉

靖
〕
刊
、
555

27
、
二
冊
）・『
薛
考
功
集
）
42
（

』（
明
嘉
靖
十
四
年
序
刊
、
555

70
、
二
冊
））

も
あ
り
興
味
を
惹
か
れ
る
が
、
こ
れ
以
上
の
材
料
が
な
い
か
ら
、
紹
介
の
み
に
と
ど
め
る
。

三
、
紅
葉
山
御
文
庫
の
目
録
類
│
│
追
補
（
二
）

新
た
に
見
出
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
こ
な
か
っ
た
御
文
庫
の
目
録

類
に
つ
き
補
足
す
る
。

ま
ず
は
無
窮
会
（
神
習
文
庫
）
所
蔵
資
料
で
あ
る
。
な
お
、
現
状
で
は
実
見
で
き
ぬ
の

で
、
さ
し
あ
た
り
そ
れ
ら
に
つ
い
て
記
述
し
た
も
の
か
ら
拾
っ
て
お
き
た
い
。

市
川
任
三
「
井
上
頼

翁
旧
蔵
書
の
目
録
類
に
つ
い
て
」（『
東
洋
文
化
』
復
刊
二
九
、

一
九
七
二
年
）
に
よ
れ
ば
、

　
　

⑴
『
官
府
書
目　

紅
葉
山
御
蔵
』 

一
冊
（
他
と
合
綴
）

　
　

⑵
『
御
書
物
廿
部
考
』 

一
冊

　
　

⑶
『
元
治
増
補
御
書
籍
目
録
』 

一
冊
（
来
歴
志
・
始
末
記
共
、
抄
出
）

の
三
部
が
あ
る
由
で
あ
る
。
他
に
『
重
訂
御
書
籍
来
歴
志
』（
七
冊
）
も
あ
る
と
い
う
。

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
市
川
氏
の
解
説
を
基
に
概
略
を
述
べ
る
。

⑴
は
史
部
目
録
の
解
説
の
中
で
追
補
し
た
、
国
立
国
会
図
書
館
の
同
名
書
と
同
じ
本
だ

が
、
巻
一
冒
頭
『
四
書
集
注
』
に
「
大
猷
院
様
御
前
出
候
由
」
の
如
き
注
記
が
多
数
存
在

す
る
と
い
う
。
斯
く
の
如
き
注
記
は
、
例
え
ば
以
前
紹
介
し
た
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩

野
文
庫
蔵
『
御
書
目
録
』
の
如
き
注
か
と
推
す
る
。
市
川
氏
は
「
恐
ら
く
共
通
の
祖
本
に

出
で
然
も
本
文
庫
本
（
引
用
者
注
：
神
習
文
庫
本
）
は
注
記
加
っ
た
後
の
新
し
い
写
本

か
。」
と
考
察
さ
れ
る
が
、
蓋
し
注
記
を
附
し
た
本
が
先
に
あ
り
、
国
会
図
書
館
本
は
そ

の
注
記
を
落
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
か
。

⑵
は
、
市
川
氏
が
内
容
を
検
討
さ
れ
た
結
果
、
多
紀
元
徳
が
御
文
庫
中
の
医
書
の
写
本

を
調
査
し
た
結
果
の
報
告
書
と
い
い
、
末
尾
に
「
唐
医
書
写
本
々
分
二
十
部
拝
見
仕
相
調
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候
処
、
右
之
趣
ニ
御
座
候
、
／
十
二
月　

多
紀
広
寿
院
」
と
あ
る
と
記
す
。
墨
付
一
一
丁
。

氏
は
こ
の
成
立
を
、
元
徳
が
広
寿
院
と
称
し
た
時
期
を
法
印
に
叙
せ
ら
れ
た
時
（
寛
政
二

年
十
一
月
）
と
見
、
目
録
中
に
見
え
る
『
幼
々
新
書
』
の
借
鈔
が
寛
政
三
年
（
多
紀
元
簡

跋
）
で
あ
る
か
ら
、
寛
政
二
年
十
二
月
成
立
か
と
考
え
る
。
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑶
は
、「
宮
内
省
図
書
印
」
を
朱
に
て
写
す
と
こ
ろ
か
ら
、
図
書
寮
蔵
本
（『
元
治
目

録
』
原
本
）
の
抄
出
本
で
、
市
川
氏
は
井
上
が
図
書
寮
に
関
係
し
た
時
代
に
鈔
写
し
た
も

の
か
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
通
り
だ
ろ
う
。

次
い
で
、
尊
経
閣
文
庫
に
も
三
種
の
御
文
庫
目
録
が
存
す
る
こ
と
を
紹
介
し
て
お
く
。

こ
れ
も
実
際
に
尊
経
閣
文
庫
に
赴
い
て
調
査
を
行
い
え
な
か
っ
た
の
で
、
紹
介
に
と
ど
め
、

詳
細
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
す
こ
と
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
ず
ひ
と
つ
目
は
『
昌
平
学
舎
書
籍
目
録
』（
19

65
）
で
、
左
肩
打
付
外
題
に
「
學

舎
書
目
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
昌
平
黌
の
書
目
と
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
内
題
に
「
官
庫

書
籍
目
録
」
と
あ
り
、
ま
た
内
容
的
に
も
、
先
に
二
度
ほ
ど
触
れ
た
鶴
見
大
学
図
書
館
所

蔵
『
官
庫
書
籍
目
録
』
の
異
本
で
、
延
宝
目
録
で
あ
る
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の

写
真
帳
（
請
求
記
号
：
六
一
〇
〇
‐
三
）
を
瞥
見
し
た
と
こ
ろ
、
内
容
的
に
は
鶴
見
大
学

本
と
比
し
て
間
々
脱
が
あ
る
他
、
前
稿
に
い
う
附
点
本
の
扱
い
が
異
な
る
。
第
一
冊
首
に

「
官
庫
書
籍
総
目
」
と
し
て
全
体
の
目
録
が
あ
る
の
が
違
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
鶴
見
大

学
本
の
各
冊
扉
の
内
容
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

い
ま
ひ
と
つ
は
『
秘
庫
書
目
』（
19

55
）
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
『
尊
経
閣
文
庫
国
書

分
類
目
録
』
に
も
〝（
紅
葉
山
文
庫
）〞
と
の
注
記
が
あ
る
。
書
名
の
脇
に
収
儲
経
緯
な
ど

の
注
記
の
あ
る
本
だ
。
本
書
に
つ
い
て
は
私
自
身
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
写
真
帳

（
請
求
記
号
：
六
一
〇
〇
‐
四
）
を
一
瞥
し
た
程
度
で
い
つ
の
目
録
か
な
ど
詳
細
に
つ
い

て
は
述
べ
え
ぬ
の
で
本
稿
で
は
説
明
を
差
控
え
、
紹
介
す
る
に
止
め
る
。

最
後
が
『
御
文
庫
目
録
』（
19

66
）
で
、
こ
れ
も
『
尊
経
閣
文
庫
国
書
分
類
目
録
』

に
御
文
庫
の
目
録
た
る
旨
の
注
記
が
あ
る
。
本
書
に
つ
い
て
は
写
真
す
ら
見
て
お
ら
ず
、

他
二
書
と
と
も
に
後
日
改
め
て
紹
介
し
た
い
。

四
、
佐
藤
劉
二
の
こ
と

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
詳
細
を
扱
っ
て
こ
な
か
っ
た
明
治
二
十
四
年
の
内
閣
記
録
局
よ

り
宮
内
省
へ
の
移
管
と
い
う
一
大
画
期
に
つ
い
て
、「
モ
ノ
」
で
は
な
く
「
ヒ
ト
」
に
注

意
し
て
概
略
を
述
べ
た
い
。

こ
こ
で
触
れ
た
い
そ
の
人
物
は
、
か
の
田
中
光
顕
伯
（
青
山
）
や
股
野
琢
で
は
な
く
、

標
題
に
掲
げ
た
佐
藤
劉
二
（
忠
淳
）
と
い
う
男
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
御
文
庫
本
に
つ
い
て
書
い
て
き
た
一
連
の
拙
文
に
お
い
て
は
、『
道
蔵
経
目

録
』
の
著
者
と
し
て
）
43
（

、
ま
た
明
治
の
図
書
寮
の
目
録
『
帝
室
図
書
目
録
』
に
書
入
れ
を
し

て
い
る
人
物
と
し
て）44
（

登
場
し
て
き
た
。
か
ね
て
よ
り
ど
う
い
う
人
物
か
気
に
な
っ
て
折
々

調
べ
て
い
た
の
だ
が
、
あ
る
程
度
輪
郭
が
分
か
っ
て
き
た
の
で
、
こ
こ
で
そ
の
あ
ら
ま
し

を
述
べ
て
お
き
た
い
。

結
論
か
ら
先
に
言
え
ば
、
彼
は
御
文
庫
本
と
と
も
に
〝
移
管
さ
れ
て
き
た
〞
男
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
移
管
作
業
、
そ
し
て
図
書
寮
に
お
け
る
整
理
・
管
理
に
関
す
る
全
般
に
携

わ
っ
て
き
た
人
物
な
の
だ
。
決
し
て
高
官
で
は
な
い
が
、
明
治
の
移
管
、
そ
し
て
そ
の
後

の
御
文
庫
本
に
つ
い
て
、
彼
な
く
し
て
は
語
れ
な
い
、
最
重
要
人
物
な
の
で
あ
る
。

ま
ず
は
宮
内
公
文
書
館
蔵
『
退
官
者
履
歴
録　

二
』（
識
別
番
号
8
8
2
6
9
）
に

よ
っ
て
彼
の
履
歴
を
さ
ら
っ
て
お
く
と
、
別
表
１
の
如
く
で
あ
る
。

特
に
御
文
庫
本
と
の
関
係
が
密
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
は
明
治
二
十
一
年
に
内
閣
属
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と
な
り
、
内
閣
記
録
局
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
て
か
ら
だ
が
、
明
治
二
十
四
年
三
月
に
図
書
属

と
さ
れ
た
の
は
、
ま
さ
に
図
書
寮
に
内
閣
記
録
局
本
が
移
管
さ
れ
た
と
き
の
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
は
ま
さ
し
く
〝
図
書
と
と
も
に
〞
や
っ
て
来
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

実
際
彼
は
こ
の
後
図
書
寮
に
て
内
閣
記
録
局
移
管
本
、
中
で
も
御
文
庫
本
に
関
連
す
る

著
作
を
物
し
て
い
る
。
次
い
で
、
当
部
に
収
蔵
さ
れ
る
も
の
二
つ
を
掲
げ
て
み
よ
う
。

　
　
　

①　
『〈
校
訂
〉
書
籍
来
歴
志　

後
編
』 

102

148　
　

二
冊

　
　
　

②　
『
道
蔵
経
目
録
』 

111

178　
　

一
冊

ま
ず
①
だ
が
、
こ
れ
は
当
部
蔵
『
重
訂
御
書
籍
来
歴
志
』（
102

145
）
を
校
訂
し
、
改

め
て
浄
書
し
た
も
の
。
も
と
の
『
重
訂
御
書
籍
来
歴
志
』
第
二
冊
の
途
中
、
巻
四
尾
に
、

「
右
、
經
史
子
集
四
巻
ニ
載
ス
ル
所
一
々
本
書
ニ
照
シ
テ
校
訂
ヲ
加
ヘ
、
／
間
管
見
ヲ
記

ス
、
明
治
廿
四
年
十
月　

圖
書
属
佐
藤
劉
二
（
朱
（
印
文「
劉
弐
」）
印
）」
と
あ
り
、
ま
た
第
三
冊
尾
に

は
「
右
、
一
閲
、
聊
脱
誤
ヲ
正
ス
、
其
ノ
疑
ハ
シ
キ
所
ノ
者
、
尚
尠
／
ナ
カ
ラ
ス
、
将
ニ

他
日
ヲ
俟
チ
テ
詳
検
セ
ン
ト
ス
、
／　

明
治
廿
四
年
九
月
廿
一
日 
図
書
寮
員
佐
藤
劉
二

（
朱
（
印
文「
劉
弐
」）
印
）」
と
あ
る
（
い
ず
れ
も
朱
筆
）。
こ
れ
は
移
管
図
書
が
来
歴
志
に
基
い
て
選
定

さ
れ
た
と
の
こ
と
と
深
く
関
係
し
て
い
る
も
の
と
思
し
い
。

次
に
②
だ
が
、
表
題
の
と
お
り
当
部
蔵
『
道
蔵
経
』（
460

１
（
拙
稿
子
部
参
照
））
の

細
目
録
で
、
冊
尾
に
「
明
治
廿
七
年
七
月
四
日
脱
稿　

圖
書
屬
佐
藤
忠
淳
編
」
と
あ
る
。

『
道
蔵
経
』
も
す
で
に
見
た
と
お
り
御
文
庫
本
ゆ
え
、
や
は
り
明
治
二
十
四
年
移
管
本
に

つ
い
て
の
著
作
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

彼
は
も
と
も
と
漢
学
に
明
る
い
人
間
だ
っ
た
と
み
ら
れ
、
こ
れ
よ
り
先
、
海
軍
省
時
代

に
は
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
レ
ッ
グ
（Legge, Jam

es　

理
雅
各
）
45
（

）
の
『
漢
学
入
門
』
に
点
を
附

け
た
り
し
て
い
る
（
明
治
十
二
年
）。
鷹
見
星
皐
（
一
七
五
一
〜
一
八
一
一
）
の
『
翠
竹

園
詩
鈔
』
の
写
本
（
関
西
大
学
図
書
館
蔵
、
請
求
記
号
L24

１

118
）
は
、
明
治
三
十
一

年
彼
の
手
に
よ
る
も
の
の
よ
う
だ
が
）
46
（

、
こ
れ
も
同
様
の
傾
向
に
属
す
る
も
の
だ
ろ
う
（
な

お
、
同
じ
年
、『
西
川
如
見
遺
書
』
の
後
序
を
書
い
て
い
る
）。
何
故
に
、
ま
た
誰
に
才
を

見
出
さ
れ
て
内
閣
記
録
局
に
移
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
移
管
の
仕
事
に
従
事
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
は
未
だ
明
ら
か
で
は
な
い
。

こ
の
後
、
彼
は
図
書
寮
の
蔵
書
の
点
検
│
│
具
体
的
に
は
図
書
の
存
否
、
冊
数
や
番
号

の
点
検
と
い
っ
た
作
業
│
│
に
従
事
し
て
い
る
ら
し
く
、
す
で
に
見
た
と
お
り
（
註

（
44
）
所
掲
拙
稿
）『
帝
室
図
書
目
録
』（
宮
内
庁
図
書
館
蔵
、
分
類
記
号
Ｋ
029.3

11
）
に

は
そ
の
点
検
作
業
の
結
果
が
細
か
く
墨
朱
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
会
津
出
身
と
い
う
こ
と
か
ら
、『
会
津
資
料
叢
書
』
の
う
ち
『
会
藩
編
年
畧
』

を
校
し
て
い
る
。『
続
会
津
資
料
叢
書
』
所
収
『
告
学
者
文
』
は
、「
旧
藩
主
公
家
」
蔵
本

を
、
彼
が
明
治
二
十
八
年
に
書
写
・
寄
贈
し
た
も
の
を
底
本
と
す
る
と
い
う
）
47
（

。

＊　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　

＊

こ
れ
で
明
治
二
十
四
年
移
管
の
も
の
を
主
と
し
た
漢
籍
四
部
す
べ
て
を
網
羅
で
き
た
わ

け
で
あ
る
が
、
こ
の
他
に
図
書
寮
文
庫
に
は
国
書
が
数
部
あ
る
の
で
、
次
回
は
そ
れ
ら
を

扱
う
と
と
も
に
、
補
遺
と
し
て
こ
れ
ま
で
述
べ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
、
調
査
が
不
十
分

だ
っ
た
こ
と
な
ど
を
補
足
し
て
終
え
る
こ
と
と
す
る
。　
　
　
　
　
　
（
補
遺
編
に
続
く
）

　
﹇
附
記
﹈
①
前
号
拙
稿
に
お
い
て
も
記
し
て
お
い
た
が
、
前
々
号
拙
稿
「
図
書
寮
蔵
紅
葉
山
御
文

庫
本
目
録
（
三
）」
の
、
紅
葉
山
御
文
庫
本
の
一
覧
表
「
図
書
寮
蔵
紅
葉
山
御
文
庫
本
目
録

（
史
部
）」
は
、「
図
書
寮
蔵
紅
葉
山
御
文
庫
本
目
録
（
子
部
）」
の
誤
り
ゆ
え
、
改
め
て
こ
こ

に
訂
正
す
る
。
②
前
稿
（
子
部
）
の
「
蔵
書
点
描
」
の
項
の
各
書
名
に
『　

』
を
欠
い
て
い

た
の
は
、
全
く
著
者
の
不
注
意
に
よ
る
体
裁
の
不
統
一
で
あ
る
。
こ
こ
に
併
せ
注
記
す
る
。
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註（
1
）　

国
立
公
文
書
館
（
内
閣
文
庫
）
蔵
。
唐
李
嶠
撰
。
慶
長
十
九
年
写
（
慶
長
御
写
本
）。
紺

色
無
地
表
紙
28
・
６
×
21
・
３
（
二
本
取
）、
左
肩
無
辺
題
簽
墨
書
。
四
周
単
辺
有
界
毎
半
８

行
（
23
・
３
×
16
・
５
）。
朱
点
・
墨
書
訓
点
符
号
類
あ
り
。「
弱
」「
第
九
十
七
函
」
朱
筆
ハ

リ
紙
。「
日
本
政
府
圖
書
」
印
押
捺
。

（
2
）　

目
録
書
名
「
陸
敬
輿
集
」。『
来
歴
志
』
は
「
陸
宣
公
集
」
と
す
る
。

（
3
）　

唐
張
説
撰
。
明
天
啓
七
年
写
嘉
靖
十
六
年
刊
本
、
明
崇
禎
三
年
同
十
二
年
朱
筆
校
正
。
線

装
・
大
本
・
六
冊
。
黄
朽
葉
色
無
地
表
紙
27
・
３
×
16
・
８
。
左
肩
双
辺
刷
題
簽
中
墨
書
19
・

９
×
３
・
２
。
本
文
書
式
無
辺
無
界
10
行
20
字
、
字
高
19
・
４
。
朱
筆
書
入
。
首
冊
首
「
説
之

集
記
」
尾
に
「
嘉
靖
丁
酉
冬
十
月
朔
旦
椒
郡
伍
氏
龍
池
草
堂
家
蔵
本
校
刊
」（
墨
書
原
刊
記

○
四
部
叢
刊
所
収

同
書
影
印
参
照

）、「
此
書
先
借
何
氏
刻
本
印
抄
、
因
誤
多
不
可
改
正
、
崇
禎
庚
午
、
／
先
将
英

華
文
粹
諸
本
校
過
、
至
己
卯
、
始
得
葉
林
宗
抄
本
、
／
對
得
二
十
巻
、
存
五
巻
、
未
遇
（
×
過
）美
本
、

姑
俟
之
、
錢
牧
齋
云
、
後
缺
／
五
巻
、
非
全
書
也
、」（
朱
筆
）、
同
筆
に
て
第
二
冊
尾
「
崇
禎

庚〻
己
卯
、
用
錢
牧
齋
抄
本
／
校
、
共
増
四
葉
、　

十
月
十
日
」（
朱
筆
）、
同
人
別
筆
に
て
第
四

冊
尾
「
崇
禎
己
卯
、
借
葉
氏
抄
本
校
過
、」（
朱
筆
）
お
よ
び
「
己
卯
九
月
十
一
日
夜
、
夢
到
一

処
…
是
時
正
閲
此
書
、
便
信
筆
記
此
、
／
孱
守
居
士
（
朱
印
）」（
墨
書
）、
第
六
冊
尾
「
天
啓

丁
卯
八
月
廿
九
錄
完
、
十
月
初
九
釘
成

、
二
十
九
日
粗
校
一
／
過
、　　
　
　

護
淨
居
士
記

于
含
碧
樓
」（
墨
筆
）
と
あ
り
。
朱
方
印
「
御
史
／
之
章
」（
篆
文
陰
刻
）、
朱
方
印
「
季
振
宜

印
」（
篆
文
陽
刻
）、
朱
方
印
「
滄
／
葦
」（
篆
文
陽
刻
）、
朱
長
方
印
「
上
黨
」（
篆
文
陽
刻
）、

朱
長
方
印
「
季
振
宜
／
臧
書
」（
篆
文
陽
刻
）、
朱
方
印
「
馮
氏
／
臧
本
」（
篆
文
陽
刻
）、
朱
方

印
「
空
居
／
閣
臧
／
書
記
」（
篆
文
陽
刻
）
お
よ
び
佐
伯
毛
利
①
・
秘
閣
図
書
之
章
①
・
宮
内

省
図
書
印
①
押
捺
。「
来
歴
志
本
」
云
々
の
ハ
リ
紙
痕
。
図
書
寮
ラ
ベ
ル
。

（
4
）　

晋
陶
潜
撰
。
明
万
暦
十
五
年
刊
。
線
装
・
半
紙
本
大
・
四
冊
。〔
改
装
〕
縹
色
亀
甲
繋
地

龍
文
艶
出
表
紙
24
・
４
×
15
・
２
（
押
八
双
あ
り
）。
左
肩
無
辺
題
簽
墨
書
「
陶
靖
節
集
一
共
四

冊
（
〜
四　

終
）」
13
・
５
×
３
・
０
（
但
、
下
四
分
の
一
切
断
か
（
18
・
７
×
３
・
０
程
度
の

旧
題
簽
痕
））。
陶
淵
明
集
序
（
梁
昭
明
太
子
〔
蕭
〕
統
撰
（
左
右
双
辺
有
界
６
行
12
字
（
匡
郭

内
法
○
以
下
同
19
・
０
×
11
・
９
）、
行
書
体
・
漢
文
、
句
読
点
訓
点
等
符
号
類
な
し
、
版
心
は
白

口
下
向
単
白
魚
尾
、
上
象
鼻
中
「
陶
集
」、
中
縫
中
「
序　
幾
」））
五
丁
。
陶
靖
節
集
目
録
（
版

式
本
文
同
然
、
上
象
鼻
中
「
陶
集
」、
中
縫
中
「
目
録　
幾
」）
六
丁
。
陶
淵
明
傳
（
昭
明
太
子

撰
（
版
式
本
文
同
然
、
上
象
鼻
中
「
陶
集
」、
中
縫
中
「
傳　

幾
」）
三
丁
。
陶
靖
節
集
總
論

（
版
式
本
文
同
然
、
上
象
鼻
中
「
陶
集
」、
中
縫
中
「
總
論　
幾
」）
九
丁
。
内
題
「
陶
靖
節
集

巻
之
一
」。
版
式
、
左
右
双
辺
有
界
９
行
18
字
（
18
・
７
×
11
・
９
）、
楷
書
体
・
漢
文
、
句
読

点
訓
点
等
符
号
類
な
し
、
小
字
注
双
行
、
題
低
二
格
、
注
低
三
格
、
間
々
本
文
中
「
○
」
記
号

あ
り
。
版
心
は
白
口
下
向
単
白
魚
尾
、
上
象
鼻
中
「
陶
集
」、
中
縫
中
「
巻
幾　

幾
」。
第
一
冊

五
二
丁
（
前
付
類
前
述
、
巻
一
＝
一
一
丁
、
巻
二
＝
一
八
丁
）、
第
二
冊
四
九
丁
（
巻
三
＝
二

五
丁
、
巻
四
＝
二
四
丁
）、
第
三
冊
三
八
丁
（
巻
五
＝
一
五
丁
、
巻
六
＝
六
丁
、
巻
七
＝
八
丁
、

巻
八
＝
九
丁
）、
第
四
冊
三
六
丁
（
巻
九
＝
二
一
丁
、
巻
十
＝
十
五
丁
）。
尾
題
「
陶
靖
節
集
巻

之
一
終
」（
巻
九
は
尾
題
を
欠
く
）。
後
付
類
な
し
。
巻
十
末
（
尾
題
よ
り
前
、
巻
十

第
一
五
丁
表
最
終
行
）
刊
記
「
萬

曆
丁
亥
休
陽
程
氏
梓
」。
蔵
書
印
、
秘
閣
図
書
之
章
①
、
宮
内
省
図
書
印
①
。
図
書
寮
ラ
ベ
ル
。

背
小
口
書
「
一
（
〜
四
）」。
首
冊
表
々
紙
「
來
歴
志
本
前
編
」（
朱
筆
）
ハ
リ
紙
。
旧
函
存
（
他

書
同
梱
）。

（
5
）　
『
近
藤
正
斎
全
集　

三
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
〇
六
年
）
一
六
七
〜
六
八
ペ
ー
ジ
。

（
6
）　

寛
政
に
明
刊
本
と
判
断
さ
れ
た
の
は
『
戦
国
策
』
三
冊
・『
陶
靖
節
集
』
四
冊
・『
陸
宣
公

集
』
四
冊
・『
李
白
集
』
一
五
冊
・『
文
山
集
』
一
五
冊
の
五
部
だ
が
、
実
際
明
刊
本
は
、『
戦

国
策
』『
陶
靖
節
集
』
の
二
部
だ
け
で
、
あ
と
は
朝
鮮
版
で
あ
る
。

（
7
）　
『
好
書
故
事
』
巻
五
二
所
引
「
現
存
目
錄
」（『
近
藤
正
斎
全
集　

三
』、
一
六
五
〜
六
六

ペ
ー
ジ
）
に
は
「
明
版　
　
　
　

四
冊
」
と
あ
る
。

（
8
）　

明
曹
学
佺
編
。
明
崇
禎
四
年
序
刊
。
線
装
・
半
紙
本
大
・
三
三
一
冊
。
茶
色
亀
甲
繋
地
龍

文
艶
出
表
紙
24
・
５
×
16
・
２
、
左
肩
双
辺
刷
題
簽
。
左
右
双
辺
有
界
９
行
18
字
（
19
・
３
×

12
・
９
）、
版
心
に
刻
工
名
。
秘
閣
図
書
之
章
①
・
帝
室
図
書
之
章
⑤
押
捺
。
な
お
、『
図
書
寮

漢
籍
善
本
書
目
』
に
は
「
每
册
首
有
「
秘
閣
圖
書
之
章
」
印
記
」
と
あ
る
が
、
約
半
分
の
冊

（
上
下
二
函
の
う
ち
、
上
函
と
下
函
に
収
め
ら
れ
た
も
の
最
初
の
方
だ
け
）
に
し
か
捺
さ
れ
て

い
な
い
。
下
函
で
は
最
初
の
方
だ
け
と
い
う
の
も
中
途
半
端
だ
が
、
今
は
当
部
補
の
帙
に
収
ま

る
の
で
、
そ
の
分
の
容
積
を
考
慮
す
る
と
、
実
際
の
と
こ
ろ
移
管
前
の
（
帙
な
し
の
）
上
函
分
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だ
け
に
し
か
捺
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
推
す
る
。

（
9
）　

宋
韓
琦
撰
（
別
録
王
巌
叟
撰
、
遺
事
強
至
撰
）。
清
乾
隆
五
年
刊
。
線
装
・
大
本
・
八
冊
。

香
色
無
地
表
紙
26
・
３
×
17
・
３
（
二
本
取
、白
色
角
裂
存
）。
左
肩
双
辺
刷
題
簽
中
墨
書
「
安

陽
集　

一
（
〜
八
止
）」
19
・
８
×
３
・
１
。
首
冊
に
封
面
（
黄
色
）「
宋
韓
魏
公
／
安
陽
集
／

晩
香
書
屋
藏
版
」、
補
刻
韓
魏
公
文
集
序
（「
乾
隆
五
年
六
月
後
學
沈
徳
潛
撰
」
と
あ
り
（
左
右

双
辺
無
界
９
行
16
字
、
19
・
４
×
13
・
８
、
楷
書
、
漢
文
、
句
読
点
訓
点
等
な
し
。
版
心
は
白

口
双
向
黒
魚
尾
、
中
縫
中
「
補
刻
韓
魏
公
文
集
序
」））
三
丁
、
安
陽
集
目
錄
（
版
式
本
文
同
然
、

中
縫
中
「
安
陽
集
目
録
」）
四
一
丁
。
第
七
冊
に
忠
獻
韓
魏
王
別
錄
序
（「
乙
卯
七
月
十
五
日
涇

州
觀
察
推
官
前
主
管
大
名
府
路
機
宜
文
字
王
（
隔
一
格
）
巖
叟
序
」
と
あ
り
（
版
式
本
文
同
然
、

中
縫
中
「
韓
魏
王
別
錄
序　

一
」））
一
丁
。
内
題
「
安
陽
集
巻
第
一
（
〜
五
十
）」、
別
録
内
題

「
忠
獻
韓
魏
王
別
錄
上
（
・
中
・
下
）」、
遺
事
内
題
「
忠
獻
韓
魏
王
遺
事
」、
家
伝
内
題
「
忠
獻

韓
魏
王
家
傳
巻
第
一
（
〜
十
）」（
○
但
、
巻
八

「
王
」
字
脱
）。
版
式
、
左
右
双
辺
有
界
10
行
21
字
、
18
・
３

×
13
・
５
、
楷
書
、
漢
文
、
句
読
点
訓
点
等
な
し
。
版
心
は
小
黒
口
双
向
黒
魚
尾
、
中
縫
中

「
安
陽
集
巻
第
幾　

幾
」（
別
録
は
「
別
録
上
（
・
中
・
下
）
幾
」、
遺
事
は
「
遺
事　

幾
」、
家

伝
は
「
家
傳
巻
第
幾　

幾
」）。
第
一
冊
一
〇
八
丁
、
第
二
冊
一
〇
〇
丁
、
第
三
冊
八
五
丁
、
第

四
冊
九
〇
丁
、
第
五
冊
八
三
丁
、
第
六
冊
八
六
丁
、
第
七
冊
九
八
丁
、
第
八
冊
八
二
丁
。
尾
題

「
安
陽
集
巻
第
二
（
・
三
・
五
〜
二
十
三
・
二
十
五
・
二
十
六
・
二
十
九
・
三
十
一
・
三
十
三

〜
四
十
・
四
十
二
〜
四
十
七
・
四
十
九
・
五
十
終
）」、
別
録
尾
題
「
忠
獻
韓
魏
王
別
錄
上
（
・

中
・
下
）」、
遺
事
尾
題
「
忠
獻
韓
魏
王
遺
事
」、
家
伝
尾
題
「
忠
獻
韓
魏
王
家
傳
巻
第
一
（
〜

十
終
）」。
刊
記
な
し
。
各
冊
首
に
、
秘
閣
図
書
之
章
①
、
宮
内
省
図
書
印
①
、
朱
方
印
「
徐
氏

／
蕙
春
／
書
印
」（
篆
文
陰
刻
）
２
・
５
×
２
・
５
、
第
七
冊
首
に
、
佐
伯
毛
利
①
印
。
巻
四

九
首
に
蔵
書
印
で
は
な
い
が
朱
長
方
印
「
川
太
史
紙
」（
楷
書
陽
刻
、
双
辺
、
縦
４
・
３

（
○
ノ
ド
に
掛
り

横
幅
測
れ
ず

））
あ
り
。
図
書
寮
ラ
ベ
ル
。
下
小
口
書
「
安
陽
集　

一
（
〜
八
）」。

（
10
）　

宋
陳
仁
子
輯
誦
、
宋
譚
紹
烈
纂
類
。
清
乾
隆
二
年
序
刊
。
線
装
・
半
紙
本
大
・
一
六
冊
。

香
色
無
地
表
紙
24
・
６
×
16
・
０
（
二
本
取
、白
色
角
裂
存
）。
左
肩
双
辺
刷
題
簽
中
墨
書
「
文

選
補
遺
共
十
六
冊　
　

一
」
19
・
２
×
２
・
８
。
各
冊
前
遊
紙
一
枚
ず
つ
。「
陳
氏
文
選
補
遺
序
」

（
趙
文
、
左
右
双
辺
有
界
７
行
14
字
）
四
丁
、「
附
前
明
何
方
伯
諱
喬
新
原
牌
」（
成
化
十
四
年
、

左
右
双
辺
有
界
10
行
18
字
）
一
丁
、「
重
刻
古
迂
公
文
選
補
遺
序
」（
乾
隆
二
年
、
左
右
双
辺
有

界
10
行
18
字
）
二
丁
、「
重
刻
文
選
補
遺
凡
例
」（
左
右
双
辺
有
界
10
行
18
字
）
二
丁
、「
文
選

補
遺
目
録
」（
左
右
双
辺
有
界
10
行
18
字
）、
四
二
丁
。
内
題
「
文
選
補
遺
巻
一
」。
本
文
左
右

双
辺
有
界
10
行
18
字
（
間
々
四
周
単
辺
の
丁
あ
り
）、
20
・
６
×
13
・
６
、
楷
書
・
漢
文
、
符

号
類
な
し
、
注
小
字
双
行
。
版
心
白
口
下
向
単
黒
魚
尾
、
上
下
象
鼻
中
原
則
文
字
な
し
（
間
々

下
象
鼻
中
「
原
本
缺
」
と
あ
る
丁
あ
り
。
第
一
冊
八
七
丁
、
第
二
冊
六
六
丁
、
第
三
冊
六
五
丁
、

第
四
冊
六
三
丁
、
第
五
冊
六
三
丁
、
第
六
冊
四
七
丁
、
第
七
冊
六
九
丁
、
第
八
冊
七
九
丁
、
第

九
冊
五
九
丁
、
第
一
〇
冊
七
二
丁
、
第
一
一
冊
八
一
丁
、
第
一
二
冊
七
二
丁
、
第
一
三
冊
墨
付

六
八
枚
（
巻
二
八
第
九
丁
欠
、
白
紙
を
補
う
）、
第
一
四
冊
墨
付
六
九
枚
（
巻
三
二
初
二
丁
欠
、

同
上
）、
第
一
五
冊
八
九
丁
（
但
、
巻
三
四
第
二
五
丁
を
欠
き
、
第
二
一
丁
を
誤
入
第
二
一

丁
重
出
）、

第
一
六
冊
七
八
丁
。
尾
題
内
題
同
然
（
間
々
尾
題
を
欠
く
。
大
尾
の
み
「
文
選
補
遺
巻
四
十

終
」）。「
重
刻
古
迂
公
文
選
補
遺
跋
」
三
丁
（
陳
上
慶
跋
一
丁
、
陳
文
煜
乾
隆
二
年
跋
二
丁
）。
目
録

尾
刊
記
「
茶
陵
東
山
／
書
院
刊
行
」（
四
周
双
辺
）。
朱
長
方
印
「
茅
津
高
／
氏
監
臧
」（
篆
文

陰
刻
）
３
・
４
×
２
・
４
、
佐
伯
毛
利
①
・
秘
閣
図
書
之
章
①
・
宮
内
省
図
書
印
①
押
捺
。
図

書
寮
ラ
ベ
ル
。
下
小
口
書
「
文
選
補
遺
二
（
・
一
・
三
〜
十
六
）」（
順
序
に
錯
誤
あ
り
）。

（
11
）　

御
文
庫
本
と
し
て
は
、
駿
府
御
文
庫
本＊
（
511

47
）
が
あ
る
。

＊　

宋
真
徳
秀
撰
、
明
黄
鞏
等
校
。
朝
鮮
刊
（
銅
活
）。
線
装
・
大
本
・
一
五
冊
。
碧
色
亀
甲
繫
文
艶
出

表
紙
30
・
５
×
20
・
３
、
左
肩
無
辺
題
簽
墨
書
。
四
周
単
辺
有
界
13
行
21
字
（
23
・
０
×
17
・
６
）。

秘
閣
図
書
之
章
①
・
宮
内
省
図
書
印
①
押
捺
。

（
12
）　

当
部
蔵
本
の
例
と
し
て
は
、
古
賀
本
（
202

194
、
一
〇
冊
）
が
あ
る
。

（
13
）　

お
さ
ら
い
し
て
お
く
と
、
経
部
に
『
三
経
附
義
』（
401

49
、
清
乾
隆
二
十
八
年
刊
、
佐

伯
毛
利
本
）・『
易
経
揆
一
』（
401

52
、
清
乾
隆
十
六
年
刊
、
同
）
集
部
に
『
文
選
補
遺
』（
555

58
、
清
乾
隆
二
年
序
刊
）・『
厳
太
僕
詩
集
』（
555

83
、
清
乾
隆
元
年
序
刊
）・『
中
州
名
賢

文
表
』（
555

119
、
清
康
煕
四
十
五
年
序
刊
）。
他
機
関
等
所
蔵
本
に
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵

『
竹
雲
題
跋
』（
請
求
番
号
62

59
、
清
乾
隆
三
十
二
年
序
刊
）・
私
蔵
『
万
充
宗
先
生
経
学
五

書
』（
清
乾
隆
二
十
六
年
刊
）
が
あ
る
。

（
14
）　

宋
黄
堅
撰
、
元
林
以
正
註
。
慶
長
十
四
年
刊
（
古
活
字
版
）。
線
装
・
大
本
・
二
冊
。
改
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装
薄
海
松
色
亀
甲
繋
地
龍
文
艶
出
表
紙
28
・
８
×
21
・
１
（
二
本
取
）。
左
肩
無
辺
題
簽
墨
書

「
古
文
眞
寳
後
集　

一
之
五
（
〜
六
之
十
）」
21
・
４
×
４
・
１
。
古
文
真
寳
叙
（「
至
正
丙
午
孟
夏

于
江
後
學
鄭
本
士
文
叙
」
と
あ
り
、
四
周
双
辺
有
界
８
行
17
字
、
22
・
８
×
16
・
７
、
版
心
本

文
同
然
、
中
縫
中
「
古
文
后
序
一　

一
（
〜
二
）」）
二
丁
。
諸
儒
箋
解
古
文
眞
寳
後
集
目
録

（
版
式
本
文
同
然
、
中
縫
中
「
古
文
后
目
録　

一
（
〜
三
）」）
三
丁
。
内
題
「
魁
本
大
字
諸
儒

箋
解
古
文
眞
寳
巻
之
一
（
隔
一
格
）
後
集
」。
版
式
、
四
周
双
辺
有
界
８
行
17
字
、
22
・
７
×

17
・
０
、
句
読
点
訓
点
等
符
号
類
な
し
、
傍
訓
等
な
し
、
注
小
字
双
行
（
○
印
を
冒
頭
に
附
す
）、

典
拠
は
白
抜
き
活
字
を
使
用
、
そ
の
他
注
中
間
々
白
抜
き
活
字
あ
り
。
題
低
二
格
、
作
者
名
は

行
末
（
下
か
ら
四
〜
五
字
目
よ
り
）。
版
心
は
中
黒
口
双
向
花
口
魚
尾
、
中
縫
中
「
古
文
后
幾　

幾
」。
第
一
冊
九
〇
丁
（
前
付
類
前
述
、
巻
一
＝
二
〇
丁
、
巻
二
＝
一
四
丁
、
巻
三
＝
一
三
丁

（
第
一
三
丁
版
心
「
十
二
」
と
あ
り
）
巻
四
＝
二
〇
丁
、
巻
五
＝
一
八
丁
）、
第
二
冊
五
七
丁

（
巻
六
＝
一
二
丁
、
巻
七
＝
一
〇
丁
、
巻
八
＝
一
〇
丁
、
巻
九
＝
一
四
丁
、
巻
一
〇
＝
一
一
丁
）。

尾
題
「
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
眞
寳
巻
之
一
（
隔
一
格
）
後
集
」。
後
付
類
な
し
。
第
二
冊

巻
一
〇
第
一
一
丁
表
尾
題
後
に
「
慶
長
十
四
己
酉
年
陽
月
下
旬
（
隔
半
格
）
室
町
通
近
衛
町

本
屋
新
七
刊
行
」
と

の
刊
記
。
秘
閣
図
書
之
章
②
・
宮
内
省
図
書
印
①
押
捺
。
図
書
寮
ラ
ベ
ル
。
小
口
書
な
し
。
各

冊
表
々
紙
右
下
に
「
乾
」「
坤
」
の
墨
書
。

（
15
）　

元
傅
習
采
集
、
孫
存
吾
編
類
、
虞
集
校
選
。
室
町
時
代
覆
元
刊
（
五
山
版
）。
和
装
・
半

紙
本
大
・
四
冊
。
茶
色
無
地
表
紙
22
・
４
×
14
・
７
、
左
肩
無
辺
題
簽
墨
書
。
左
右
双
辺
有
界

13
行
21
字
（
16
・
５
×
11
・
４
）。「
輝
伯
」
お
よ
び
秘
閣
図
書
之
章
①
・
宮
内
省
図
書
印
①
押

捺
。

（
16
）　

こ
の
「
内
府
蔵
書
」
印
は
通
説
で
は
尾
張
藩
の
蔵
書
印
だ
と
さ
れ
る
が
（
図
書
寮
叢
刊

『
書
陵
部
蔵
書
印
譜
』
下
（
一
九
九
七
年
（『
新
編
蔵
書
印
譜
』（
青
裳
堂
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）

は
本
書
を
も
と
に
し
た
記
述
））、
果
し
て
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
こ
の
説
の
初
出
は

織
茂
三
郎
「
蓬
左
文
庫
の
蔵
書
印
│
│
そ
の
７
．「
張
藩
図
書
」
と
「
内
府
蔵
書
」」（『
蓬
左
』

九
、
一
九
八
二
年
）
で
あ
り
、『
蓬
左
文
庫
図
録
』（
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
三
年
）

も
そ
れ
を
引
継
ぐ
が
、
明
確
な
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

（
17
）　

明
兪
允
文
撰
、
程
善
定
校
。
明
万
暦
（
十
一
年
序
）
刊
。
線
装
・
半
紙
本
大
・
八
冊
。
濃

朱
色
亀
甲
繋
地
龍
文
艶
出
表
紙
25
・
６
×
16
・
８
（
二
本
取
）、
左
肩
単
辺
刷
題
簽
。
四
周
単

辺
有
界
９
行
18
字
（
19
・
３
×
13
・
８
）、
版
心
に
刻
工
名
。「
内
府
蔵
書
」「
王
業
浩
印
」
お

よ
び
秘
閣
図
書
之
章
①
・
宮
内
省
図
書
印
①
押
捺
。

（
18
）　

明
張
弼
撰
。
明
正
徳
（
十
三
年
序
）
刊
。
線
装
・
大
本
・
八
冊
。
茶
色
無
地
表
紙
28
・
１

×
17
・
６
、
左
肩
朱
色
無
辺
題
簽
墨
書
。
左
右
双
辺
有
界
９
行
17
字
（
18
・
２
×
12
・
１
）、

傍
注
・
圏
点
を
刻
す
。
大
尾
に
謄
手
・
刻
工
名
あ
り
。「
内
府
蔵
書
」「
王
業
浩
印
」
お
よ
び
秘

閣
図
書
之
章
①
・
宮
内
省
図
書
印
①
押
捺
。

（
19
）　

明
許
獬
撰
、
明
許
鸞
等
編
。
明
〔
崇
禎
十
三
年
〕
刊
。
線
装
・
半
紙
本
大
・
四
冊
。
香
色

卍
繋
文
型
押
表
紙
25
・
７
×
15
・
３
、
左
肩
無
辺
題
簽
墨
書
。
左
右
双
辺
有
界
９
行
18
字

（
20
・
２
×
12
・
５
）。「
内
府
蔵
書
」「
王
業
浩
印
」
お
よ
び
宮
内
省
図
書
印
①
押
捺
。

（
20
）　

明
余
継
登
撰
、
明
馮
琦
校
。
明
万
暦
三
〇
年
序
刊
。
線
装
・
大
本
・
六
冊
。
海
松
色
無
地

表
紙
30
・
５
×
17
・
５
、
左
肩
無
辺
題
簽
墨
書
。
四
周
双
辺
有
界
９
行
20
字
（
21
・
０
×
14
・

１
）、
版
心
に
刻
工
名
。「
内
府
蔵
書
」「
家
在
雲
間
」
お
よ
び
秘
閣
図
書
之
章
①
・
宮
内
省
図

書
印
①
押
捺
。

（
21
）　

明
蔣
冕
撰
、
明
殷
従
倹
輯
。
明
嘉
靖
三
十
四
年
序
刊
。
線
装
・
大
本
・
八
冊
。
香
色
無
地

表
紙
26
・
７
×
16
・
１
（
二
本
取
）、
左
肩
黄
色
無
辺
題
簽
墨
書
。
四
周
単
辺
有
界
10
行
20
字

（
18
・
５
×
13
・
０
）。「
内
府
蔵
書
」「
王
業
浩
印
」「
太
政
官
文
庫
」
お
よ
び
秘
閣
図
書
之
章

①
・
宮
内
省
図
書
印
①
押
捺
。

（
22
）　

明
汪
淮
撰
、
明
万
暦
十
四
年
序
刊
。
線
装
・
大
本
・
四
冊
。
薄
茶
色
卍
繋
文
型
押
表
紙

29
・
５
×
16
・
５
（
二
本
取
）、
左
肩
無
辺
題
簽
墨
書
。
左
右
双
辺
有
界
10
行
18
字
（
19
・
０

×
13
・
３
）。
序
に
刻
工
名
あ
り
。「
内
府
蔵
書
」「
家
在
雲
間
」
お
よ
び
秘
閣
図
書
之
章
①
・

宮
内
省
図
書
印
①
押
捺
。

（
23
）　

明
皇
甫

撰
、
明
皇
甫
楙
等
校
。
明
万
暦
三
年
序
刊
。
線
装
・
大
本
・
二
〇
冊
。
香
色
草

花
文
艶
出
表
紙
28
・
１
×
17
・
５
（
二
本
取
）、
左
肩
双
辺
刷
題
簽
中
墨
書
。
左
右
双
辺
有
界

10
行
19
字
（
18
・
０
×
12
・
２
）。「
内
府
蔵
書
」「
王
業
浩
印
」
お
よ
び
佐
伯
毛
利
①
・
秘
閣

図
書
之
章
①
・
宮
内
省
図
書
印
①
押
捺
。

（
24
）　

唐
駱
賓
王
撰
、
明
熊
人
霖
校
。
明
崇
禎
十
三
年
序
刊
。
線
装
・
半
紙
本
大
・
二
冊
。
香
色
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無
地
表
紙
25
・
７
×
16
・
１
、
左
肩
無
辺
題
簽
墨
書
。
四
周
単
辺
無
界
８
行
19
字
（
19
・
３
×

12
・
９
）、
傍
点
・
圏
点
・
欄
外
頭
注
を
刻
す
。「
石
室
分
蔵
」
お
よ
び
秘
閣
図
書
之
章
①
・
宮

内
省
図
書
印
①
押
捺
。

（
25
）　

宋
宗
沢
撰
、
明
熊
人
霖
校
。
明
崇
禎
十
三
年
序
刊
。
線
装
・
半
紙
本
大
・
二
冊
。
縹
色
卍

繋
文
型
押
表
紙
、左
肩
香
色
無
辺
題
簽
墨
書
。
四
周
単
辺
無
界
８
行
19
字
（
18
・
６
×
12
・
７
）、

句
読
点
・
傍
点
・
圏
点
・
欄
外
頭
注
を
刻
す
。「
石
室
分
蔵
」
お
よ
び
秘
閣
図
書
之
章
①
・
宮

内
省
図
書
印
①
押
捺
。

（
26
）　

明
彭
韶
編
、
明
熊
人
霖
考
繹
。
明
崇
禎
十
六
年
序
刊
。
線
装
・
半
紙
本
大
・
二
冊
。
香
色

無
地
表
紙
25
・
８
×
16
・
３
、
左
肩
双
辺
刷
題
簽
中
墨
書
。
封
面
あ
り
。
四
周
単
辺
有
界
８
行

18
字
（
19
・
１
×
12
・
５
）、
傍
点
圏
点
・
欄
外
上
注
あ
り
。
秘
閣
図
書
之
章
①
押
捺
。

（
27
）　

明
熊
人
霖
増
修
。
明
崇
禎
十
三
年
刊
。
線
装
・
半
紙
本
大
・
六
冊
。
黄
朽
葉
色
無
地
表
紙

25
・
６
×
16
・
３
（
二
本
取
）、
左
肩
打
付
外
題
。
四
周
双
辺
有
界
９
行
21
字
（
20
・
１
×

14
・
１
）、
版
心
に
刻
工
名
。
秘
閣
図
書
之
章
①
押
捺
。

（
28
）　

明
熊
人
霖
著
。
明
崇
禎
十
六
年
刊
。
線
装
・
半
紙
本
大
・
六
冊
。
黄
朽
葉
色
無
地
表
紙

24
・
８
×
16
・
４
、
左
肩
双
辺
刷
題
簽
中
墨
書
。
左
右
双
辺
有
界
９
行
20
字
（
19
・
３
×
13
・

１
）、
文
集
に
の
み
句
点
。
第
四
冊
首
佐
伯
毛
利
①
印
押
捺
。
刊
記
「
崇
禎
十
六
年
仲
冬
／
書

林
熊
九
岳
九
勅
／
較
刻
于
雨
錢
山
房
」。

（
29
）　

唐
王
績
撰
、
明
曹
荃
校
。
明
崇
禎
十
四
年
序
刊
。
線
装
・
大
本
・
一
冊
。
黄
朽
葉
色
無
地

表
紙
、
左
肩
双
辺
刷
題
簽
中
墨
書
。
左
右
双
辺
有
界
９
行
18
字
（
20
・
０
×
13
・
５
）、
版
心

に
字
数
。「
潁
川
」「
磐
生
」
お
よ
び
秘
閣
図
書
之
章
①
・
宮
内
省
図
書
印
①
押
捺
。

（
30
）　

唐
宋
之
問
撰
、
明
曹
荃
校
。
明
崇
禎
十
三
年
序
刊
。
線
装
・
大
本
・
一
冊
。
海
松
色
亀
甲

繋
地
龍
文
艶
出
表
紙
、左
肩
無
辺
題
簽
墨
書
。
左
右
双
辺
有
界
９
行
18
字
（
19
・
５
×
13
・
５
）、

版
心
に
字
数
。「
潁
川
」「
磐
生
」
お
よ
び
秘
閣
図
書
之
章
①
・
宮
内
省
図
書
印
①
押
捺
。

（
31
）　

唐
李
邕
撰
、
明
曹
荃
校
。
明
崇
禎
十
三
年
序
刊
。
線
装
・
大
本
・
一
冊
。
香
色
無
地
表
紙

（
二
本
取
）、
左
肩
黄
色
無
辺
題
簽
墨
書
。
左
右
双
辺
有
界
９
行
18
字
（
19
・
８
×
13
・
５
）、

版
心
に
字
数
。「
潁
川
」「
磐
生
」
お
よ
び
秘
閣
図
書
之
章
①
・
宮
内
省
図
書
印
①
押
捺
。

（
32
）　

唐
蕭
穎
士
撰
、
明
曹
荃
校
。
明
崇
禎
十
三
年
序
刊
。
線
装･

大
本･

一
冊
。
香
色
無
地
表

紙
、
左
肩
無
辺
題
簽
墨
書
。
左
右
双
辺
有
界
９
行
18
字
（
20
・
０
×
13
・
４
）、
版
心
に
字
数
。

「
潁
川
」「
磐
生
」
お
よ
び
秘
閣
図
書
之
章
①･

宮
内
省
図
書
印
①
押
捺
。

（
33
）　

曹
荃
は
、「
明
、
無
錫
の
人
。
字
は
元
宰
。
崇
禎
の
進
士
。
南
京
刑
部
主
事
に
除
せ
ら
れ
、

時
政
を
疏
陳
し
て
旨
に
忤
ひ
、
詹
事
府
錄
事
に
謫
せ
ら
る
。
後
、
大
理
寺
寺
副
に
遷
り
、
黃
應

恩
の
瀆
職
を
劾
す
。
福
建
副
使
に
至
る
。〔
明
詩
紀
事
、
辛
、
十
九
〕」
と
い
う
（『
大
漢
和
辞

典
』「
曹
荃
」）。

（
34
）　

両
印
と
も
捺
さ
れ
て
い
る
本
と
し
て
他
に
『
龍
川
文
集＊１』（
555

53
）、『
太
泌
山
房
集＊２』

（
555

75
）、『
元
人
集
十
種＊３』（
555

97
）、『
元
詩
体
要＊４』（
555

100
）
が
あ
る
。
な
お
『
水
心

文
集＊５』（
555

52
）
は
「
潁
川
」
印
と
で
は
な
く
、
朱
方
印
「
茂
綠
軒
印
」（
篆
文
陰
刻
）
と
と

も
に
「
磐
生
」
印
が
捺
さ
れ
、『
龍
筋
鳳
髓
判
注
』（
555

３
、
子
部
）
は
他
印
と
と
も
に
「
潁

川
」
は
あ
る
が
「
磐
生
」
は
な
い
。

＊
1　

宋
陳
亮
撰
、
明
史
朝
富
編
刻
、
徐
鑑
校
正
、
黄
日
煦
校
。
明
刊
。
線
装
・
大
本
・
八
冊
。
茶
色
無

地
表
紙
26
・
６
×
16
・
４
、
左
肩
無
辺
黄
色
題
簽
墨
書
。
左
右
双
辺
有
界
10
行
22
字
（
19
・
５
×

13
・
４
）、
版
心
に
刻
工
名
・
字
数
。「
潁
川
」「
磐
生
」
お
よ
び
秘
閣
図
書
之
章
①
・
宮
内
省
図
書
印

①
押
捺
。

＊
2　

明
李
維
禎
撰
。
明
万
暦
三
十
九
年
序
刊
。
線
装
・
大
本
・
四
七
冊
。
香
色
無
地
表
紙
27
・
０
×

17
・
０
、
左
肩
双
辺
刷
題
簽
中
墨
書
。
四
周
単
辺
有
界
10
行
21
字
（
21
・
０
×
14
・
０
）。
朱
筆
書
入

あ
り
。「
潁
川
」「
磐
生
」
お
よ
び
秘
閣
図
書
之
章
①
・
宮
内
省
図
書
印
①
押
捺
。

＊
3　

元
元
好
問
遺
山
先
生

詩
集
、

薩
都
剌
薩
天
錫

詩
集
、
顧
阿
瑛
玉
山
草

堂
集
、
陶
宗
儀
南
邨
詩

集
、

廼
賢
金
臺
集
、
張
雨
句
曲
外

史
集
、
宋
無

囈
集
、

翠
寒
集
、
倪
瓚
倪
雲
林
先

生
詩
集

撰
。
明
崇
禎
十
一
年
序
刊
（
汲
古
閣
本
）。
線
装
・
大
本
・
一
三
冊
。
黄
朽

葉
色
無
地
表
紙
26
・
６
×
17
・
１
、
左
肩
双
辺
刷
題
簽
中
墨
書
。
封
面
あ
り
。
左
右
双
辺
有
界
９
行

19
字
（
18
・
５
×
13
・
１
）。「
潁
川
」「
磐
生
」
お
よ
び
秘
閣
図
書
之
章
①
・
宮
内
省
図
書
印
①
押
捺
。

＊
4　

明
宋
緒
編
選
。
明
正
徳
十
四
年
序
刊
。
線
装
・
大
本
・
一
〇
冊
。
香
色
無
地
表
紙
26
・
８
×
16
・
０
、

左
肩
双
辺
刷
題
簽
中
墨
書
。
四
周
双
辺
有
界
９
行
18
字
（
20
・
９
×
13
・
３
）。
朱
筆
書
入
。「
潁
川
」

「
磐
生
」
お
よ
び
秘
閣
図
書
之
章
①
・
宮
内
省
図
書
印
①
押
捺
。

＊
5　

宋
葉
適
撰
。
明
正
統
十
三
年
序
刊
。
線
装
・
半
紙
本
大
・
八
冊
。
縦
横
刷
毛
目
表
紙
25
・
６
×

16
・
４
、
左
肩
無
辺
黄
色
題
簽
墨
書
。
四
周
単
辺
有
界
９
行
19
字
（
19
・
７
×
13
・
３
）。「
茂
綠
軒
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印
」「
磐
生
」
お
よ
び
秘
閣
図
書
之
章
①
・
宮
内
省
図
書
印
①
押
捺
。

（
35
）　

唐
楊
烱
・
駱
賓
王
・
王
勃
・
盧
照
隣
撰
、
明
張

纂
。
明
崇
禎
十
三
年
序
刊
。
線
装
・
大

本
・
六
冊
。
黄
朽
葉
色
無
地
表
紙
26
・
６
×
16
・
４
、
左
肩
双
辺
刷
題
簽
中
墨
書
。
左
右
双
辺

有
界
９
行
18
字
（
19
・
８
×
13
・
３
）、
版
心
に
刻
工
名
・
字
数
。「
潁
川
」「
磐
生
」
お
よ
び

秘
閣
図
書
之
章
①
・
宮
内
省
図
書
印
①
押
捺
。

（
36
）　

張

に
つ
い
て
は
、
久
保
卓
哉
・
彭
臘
梅
「
明
張
燮
輯
『
七
十
二
家
集
』
陳
後
主
集
題
辞 

翻
字
及
び
訳
注
」（『
福
山
大
学
人
間
文
化
学
部
紀
要
』
六
、
二
〇
〇
六
年
）
に
、【
解
説
】
と

し
て
略
歴
と
著
作
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
以
下
同
解
説
を
基
に
略
述
し
て
お
く
。
万
暦
二
年

（
一
五
七
四
）
生
れ
。
漳
州
府
龍
渓
の
人
。
父
は
鎮
江
府
同
知
だ
っ
た
張
廷
榜
。
万
暦
二
十
二

年
の
挙
人
で
、
天
啓
年
間
に
何
喬
に
よ
り
『
明
実
録
』
編
纂
の
構
成
員
に
推
薦
さ
れ
、
諸
名
士

に
も
勧
め
ら
れ
た
が
固
辞
し
て
「
徴
君
」（
朝
廷
か
ら
礼
を
も
っ
て
招
か
れ
な
が
ら
仕
え
な
い

学
識
者
）
と
称
さ
れ
た
。
群
書
を
よ
く
読
み
、
経
史
諸
子
に
通
じ
、
博
覧
強
記
だ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
崇
禎
十
三
年
（
一
六
四
〇
）
没
。
享
年
六
七
。
著
作
に
は
『
東
西
洋
考
』（
一
二
巻
）・

『
羣
玉
楼
集
』（
八
四
巻
）・『
霏
雲
居
集
』（
五
四
巻
）・『
霏
雲
居
続
集
』（
六
六
巻
）・『
閩
中
記
』

が
あ
り
、
編
書
に
『
七
十
二
家
集
』（
楚
・
漢
魏
六
朝
・
北
朝
・
隋
の
諸
氏
の
集
を
集
め
た
も

の
）
お
よ
び
『
初
唐
四
子
集
』
が
あ
る
。

（
37
）　

こ
の
両
書
と
も
に
毎
半
９
行
18
字
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
こ
ま
で
く
る
と
無
関
係
と
は
思
え

ぬ
が
、
穿
ち
す
ぎ
だ
ろ
う
か
。
よ
く
あ
る
行
数
字
数
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
。

（
38
）　

元
黄

撰
、
明
宋
濂
輯
、
虞
守
愚
校
刊
、
張
倹
編
次
。
明
嘉
靖
十
年
序
刊
。
線
装
・
半
紙

本
大
・
六
冊
。
黄
朽
葉
色
無
地
表
紙
24
・
４
×
14
・
３
、
左
肩
双
辺
刷
題
簽
中
墨
書
。
四
周
単

辺
有
界
10
行
21
字
（
19
・
０
×
12
・
２
）。
朱
筆
書
入
あ
り
。「
潁
川
」「
磐
生
」
お
よ
び
佐
伯

毛
利
①
・
秘
閣
図
書
之
章
③
・
宮
内
省
図
書
印
①
押
捺
。

（
39
）　

唐
李
嶠
撰
、
明
張

纂
。
明
鈔
。
線
装
・
大
本
・
三
冊
。
浅
葱
色
卍
繋
文
型
押
表
紙
29
・

7
×
16
・
1
、
左
肩
無
辺
題
簽
墨
書
。
藍
格
鈔
本
（
四
周
双
辺
無
界
刷
用
箋
（
19
・
７
×
12
・

８
）
中
書
写
９
行
18
字
）。
傍
注
、
欄
外
上
部
頭
注
あ
り
。
秘
閣
図
書
之
章
①
・
宮
内
省
図
書

印
①
押
捺
。

（
40
）　

唐
張
九
齢
撰
、
明
張

纂
。
明
鈔
。
線
装
・
大
本
・
三
冊
。
香
色
卍
繋
文
型
押
表
紙
29
・

6
×
16
・
1
、
左
肩
無
辺
題
簽
墨
書
。
藍
格
鈔
本
（
四
周
双
辺
無
界
刷
用
箋
（
19
・
６
×
12
・

８
）
中
書
写
９
行
18
字
）。
傍
注
、
欄
外
上
部
頭
注
あ
り
。
秘
閣
図
書
之
章
①
・
宮
内
省
図
書

印
①
押
捺
。

（
41
）　

周
庾
信
撰
、
明
〔
嘉
靖
〕
刊
。
線
装
・
大
本
・
二
冊
。
薄
茶
色
亀
甲
繋
地
龍
文
艶
出
表
紙

26
・
1
×
16
・
3
、
左
肩
無
辺
題
簽
墨
書
。
左
右
双
辺
有
界
10
行
18
字
（
16
・
８
×
11
・
９
）。

墨
朱
書
入
あ
り
。「
懐
玄
」「
科
第
世
家
」「
皇
父
子
孫
」「
継
玄
子
」
お
よ
び
秘
閣
図
書
之
章

①
・
宮
内
省
図
書
印
①
押
捺
。

（
42
）　

明
薛
蕙
撰
。
明
嘉
靖
十
四
年
序
刊
。
線
装
・
大
本
・
二
冊
。
灰
色
無
地
表
紙
25
・
6
×

17
・
0
、
左
肩
無
辺
題
簽
墨
書
。
９
行
18
字
（
18
・
０
×
12
・
９
）。
墨
朱
書
入
あ
り
。「
松
陵

畸
人
」「
懐
玄
」
お
よ
び
秘
閣
図
書
之
章
①
・
宮
内
省
図
書
印
①
押
捺
。

（
43
）　

臼
井
「
図
書
寮
蔵
紅
葉
山
御
文
庫
本
目
録
（
三
）」（『
書
陵
部
紀
要
』
七
〇
号
、
二
〇
一

九
年
）。

（
44
）　

臼
井
「
図
書
寮
蔵
義
堂
周
信
著
作
二
題
」（『
空
華
日
用
工
夫
略
集
の
周
辺
』、
義
堂
の
会
、

二
〇
一
七
年
）。

（
45
）　

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
レ
ッ
グ
（
一
八
一
五
〜
九
七
）
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
宣
教
師
。
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
初
代
中
国
学
教
授
。
一
八
種
の
漢
文
布
教
書
を
著
し
、
儒
教
経
典
等
を
翻

訳
し
詳
注
を
加
え
た
（“T

he Chinese classics”

お
よ
び“T

he sacred books of the 
East”

に
収
録
）。
他
に“A

 record of Buddhistic kingdom
s”

や"T
he N

estorian 
m
onum

ent of H
sî
an fû in Shen

hsî, China"

と
い
っ
た
著
作
が
あ
る
（『
岩
波 

世
界

人
名
大
辞
典
』）。

（
46
）　

関
西
大
学
図
書
館
の
当
該
書
書
誌
ペ
ー
ジ
（U

RL

：https://w
w
w
.lib.kansai

u.
ac.jp/w

ebopac/BB50502223

）
に
よ
る
。

（
47
）　
「
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
／
古
典
籍
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
『
続
会
津
資
料
叢
書
』（
函
番
号

（
資
料
番
号
）
162

138
）
の
書
誌
ペ
ー
ジ
（U

RL: https://trc
adeac.trc.co.jp/W

J11F0/
W
JJS07U

/2321315100/2321315100100010/m
p01715100

）
に
よ
る
。
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別表１　佐藤劉二（忠淳）年譜

年 月 日 事項 満年齢

弘化 2年 （1845） 正月 10日 出生（会津）

明治 5年 （1872） 7月 23日 条約未済国課雇 （神奈川県） （27歳）

明治 5年 （1872） 9月 1日 史生（判任官，外庁庶務課） （神奈川県） （27歳）

明治 6年 （1873） 10月 21日 神奈川県十三等出仕 （神奈川県） （28歳）

明治 7年 （1874） 2月 4日 外務課 （神奈川県） （29歳）

明治 7年 （1874） 9月 3日 神奈川県十二等出仕 （神奈川県） （29歳）

明治 9年 （1876） 1月 4日 庶務課 （神奈川県） （31歳）

明治 10年 （1877） 1月 18日 神奈川県七等属 （神奈川県） （32歳）

明治 10年 （1877） 1月 18日 第一課 （神奈川県） （32歳）

明治 11年 （1878） 6月 1日 海軍省御用掛（水路局） （ 海軍省 ） （33歳）

明治 11年 （1878） 6月 4日 水路局庶務課水路誌校正掛 （ 海軍省 ） （33歳）

明治 12年 （1879） 5月 13日 水路局〔庶務課〕編訳掛 （ 海軍省 ） （34歳）

明治 12年 （1879） 9月 18日 水路局庶務課記録掛 （ 海軍省 ） （34歳）

明治 13年 （1880） 7月 7日 海軍五等属 （ 海軍省 ） （35歳）

明治 15年 （1882） 5月 3日 免官 （ 海軍省 ） （37歳）

明治 17年 （1884） 9月 8日 駅逓局御用掛 （ 駅逓局 ） （39歳）

明治 17年 （1884） 9月 8日 駅逓局運輸課事務取扱 （ 駅逓局 ） （39歳）

明治 18年 （1885） 3月 12日 総官官房取調科事務取扱 （ 駅逓局 ） （40歳）

明治 18年 （1885） 4月 7日 検定委員に選定 （ 駅逓局 ） （40歳）

明治 18年 （1885） 5月 16日 総官官房報告科兼取調科事務取扱 （ 駅逓局 ） （40歳）

明治 19年 （1886） 3月 5日 逓信五等属 （ 駅逓局 ） （41歳）

明治 19年 （1886） 5月 1日 逓信属（判任官五等） （ 駅逓局 ） （41歳）

明治 20年 （1887） 1月 11日 郵便法草案審査委員に選定 （ 駅逓局 ） （42歳）

明治 21年 （1888） 4月 23日 内閣属（判任官五等），内閣記録局勤務 （　内閣　） （43歳）

明治 23年 （1890） 3月 22日 判任官三等 （　内閣　） （45歳）

明治 24年 （1891） 3月 26日 図書属（判任官三等），〔図書寮〕図書課
勤務 （ 宮内省 ） （46歳）

明治 30年 （1897） 12月 15日 図書課長 （ 宮内省 ） （52歳）

明治 33年 （1900） 12月 14日 〔判任官〕二等 （ 宮内省 ） （55歳）

明治 34年 （1901） 9月 30日 職務上不注意につき譴責処分 （ 宮内省 ） （56歳）

明治 39年 （1906） 4月 20日 従七位 （ 宮内省 ） （61歳）

明治 39年 （1906） 7月 2日 勲八等瑞宝章 （ 宮内省 ） （61歳）

明治 41年 （1908） 1月 7日 図書課長心得（官制改正による） （ 宮内省 ） （62歳）

明治 41年 （1908） 5月 6日 図書課勤務 （ 宮内省 ） （63歳）

明治 42年 （1909） 8月 5日 判任官一等 （ 宮内省 ） （64歳）

明治 42年 （1909） 8月 5日 宮内官分限令第６〔条〕第１項第４号に
より休職命令 （ 宮内省 ） （64歳）

明治 43年 （1910） 8月 4日 休職満期 （ 宮内省 ） （65歳）
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来歴志
所載 収書年次 登録

番号
旧御
物 引継時 旧函号

（明治）
旧函号
（大正）家別

印譜「紅葉
山文庫」 備考

○ 幕初（駿） 7213 ○ 在 99 甲 507 貴 秘 ×
○ 文政11（佐） 7080 ○ 在 84 甲 491 な79 秘 ①
○ 文政11（佐） 7079 ○ 在 84 甲 491 な79 ×
○ 文政11（佐） 7078 ○ 在 84 甲 491 な79 秘 ①
○ 文政11（佐） 7077 ○ 在 84 甲 491 な79 佐 ×
○ 文政11（佐） 7087 ○ 在 85 甲 492 な80 佐 ×
× 文政11（佐） 7091 ○ 在 85 甲 492 な80 秘 ①
○ 文政11（佐） 7081 ○ 在 85 甲 492 な80 佐 ×
○ 寛文11（御） 7089 ○ 在 85 甲 492 な80 秘 ①
○ 嘉永2（新） 7082 ○ 在 85 甲 492 な80 ×
○ 寛文11（御） 7088 ○ 在 85 甲 492 な80 秘 ①
○ 天保7以前（重） 7085 ○ 在 85 甲 492 な80 秘 ①
× 享保元以前（官） 7092 ○ 在 85 甲 492 な80 秘 ①
○ 文政11（佐） 7086 ○ 在 85 甲 492 な80 佐 ×
○ 文政11（佐） 7083 ○ 在 85 甲 492 な80 佐 ×
× 享保元以前（官） 7090 ○ 在 85 甲 492 な80 秘 ①
× 享保元以前（官） 7094 ○ 在 86 甲 493 な81 秘 ①
○ 寛文11（御） 7102 ○ 在 86 甲 493 な81 ×
○ 文政11（佐） 7095 ○ 在 86 甲 493 な81 秘 ①
○ 文政11（佐） 7096 ○ 在 86 甲 493 な81 秘 ①
○ 文政11（佐） 7097 ○ 在 86 甲 493 な81 秘 ①
○ 寛文11（御） 7098 ○ 在 86 甲 493 な81 秘 ①
○ 享保元以前（官） 7101 ○ 在 86 甲 493 な81 秘 ①
○ 享保元以前（官） 7099 ○ 在 86 甲 493 な81 秘 ①
○ 文政11（佐） 7100 ○ 在 86 甲 493 な81 秘 ①
× 享保元以前（官） 7107 ○ 在 88 甲 495 な83 秘 ①
○ 文政11（佐） 7106 ○ 在 88 甲 495 な83 秘 ①
× 天保7以前（重） 7111 ○ 在 89 甲 496 な84 ×
× 文政11（佐） 7110 ○ 在 89 甲 496 な84 佐 ×
× 文政11（佐） 7112 ○ 在 89 甲 496 な84 佐 ①
○ 文政11（佐） 7113 ○ 在 89 甲 496 な84 佐 ×
× 文政11（佐） 7116 ○ 在 89 甲 496 な84 佐 ×
× 承応元（御） 7114 ○ 在 89 甲 496 な84 秘 ①
× 文政11（佐） 7115 ○ 在 89 甲 496 な84 秘 ①・③
○ 享保元以前（官） 7214 ○ 在 100 甲 508-509 な85 秘 ①
○ 文政11（佐） 7215 ○ 在 101 甲 510-511 な86 秘 ①
○ 嘉永2（新） 7084 ○ 在 85 甲 492 な80 秘 ①
○ 文政11（佐） 7218 ○ 在 104 甲 （513） 貴 秘 ①
○ 幕初（駿・御） 7222 × 在 106 甲 515 か33 秘 ①
○ 幕初（駿・御） 7230 ○ 在 113 甲 522 か34 秘 ①
○ 幕初（駿・御） 7219 ○ 在 105 甲 514 さ40 秘 ①
○ 幕初（駿・御）＊ 7220 × 在 105 甲 514 さ40 秘 ①
○ 幕初（駿・御） 7221 ○ 在 105 甲 514 さ40 秘 ①
○ 幕初（駿・御） 7217 ○ 在 103 甲 513 さ39 秘 ①
○ 幕初（駿・御） 7223 ○ 在 107 甲 516 さ41 秘 ①
○ 幕初（駿・御） 7225 ○ 在 109 甲 518 さ43 秘 ①
○ 幕初（駿・御） 7224 ○ 在 108 甲 517 さ42 秘 ①
○ 幕初（駿・御） 7227 ○ 在 111 甲 520 さ44 秘 ①
○ 幕初（駿・御） 7228 ○ 在 112 甲 521 さ45 秘 ①
○ 幕初（駿・御） 7229 ○ 在 112 甲 521 さ45 秘 ①
× 承応2（御）＊ 7117 ○ 在 90上 甲 497 た43 秘 ①
× 明和5以前（書） 7118 ○ 在 90上 甲 497 た43 秘 ①
× 正保2（御） 7119 ○ 在 90上 甲 497 た43 秘 ①
× 享保8以前（府） 7120 ○ 在 90上 甲 497 た43 秘 ①
× 明和5以前（書） 7121 ○ 在 90上 甲 497 た43 ×
× 万治元（御） 7122 ○ 在 90上 甲 497 た43 秘 ①
× 明和5以前（書） 7129 ○ 在 90上 甲 497 た43 秘 ①
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図書寮蔵紅葉山御文庫目録（集部）
函架
番号 現行書名 刊写 員数 〈元治増補〉（楓山文庫）御書籍目録

書名 分類
400-2 文選 宋版 （ 補写 ） 61 六臣註文選 総文選
404-33 〈増刊校正王状元集註分類〉東坡先生詩 朝鮮版 （ 銅活 ） 14 百家注分類東坡詩 別集上
404-34 〈王状元集百家註分類〉東坡先生詩 元版 25 別本百家注分類東坡詩 別集上
404-35 張説之文集 明写 6 張説之文集 別集上
404-36 〈分類補註〉李太白詩 元版 （ 至大3年版 ） 13 分類補注李太白詩 別集上
404-37 西翁近稿 元版 （ 延祐7年版 ） 1 西翁近稿 別集上
404-38 徐文長逸稿 明版 4 徐文長逸稿 別集上
404-39 〈増広音註〉許丁卯詩集 元版 2 丁卯詩集 別集上
404-40 兪仲蔚集 明版 （ 万暦版 ） 8 兪仲蔚集 別集上
404-41 王文公文集 宋版 （ 金沢文庫本 ） 14 別本臨川集 別集上
404-42 張東海集 明版 （ 正徳版 ） 8 張東海集 別集上
404-43 陸放翁詩集 明版 （嘉靖13年版後印） 2 陸放翁詩選 別集上
404-44 戴星集 明版 （ 嘉靖版 ） 1 戴星集 別集下
404-45 村西集 元版 （ 皇慶元年版 ） 4 村西詩文集 別集上
404-46 王荊文公詩 元版 （ 大徳10年版 ） 13 王半山詩注 別集上
404-47 帰有園稿 明版 （ 万暦版 ） 8 帰有園稿 別集上
404-48 李翰林集 明版 4 李翰林集 別集上
404-49 叢青軒集 明版 4 叢青軒集 別集下
404-51 〈箋註〉唐賢三体詩法 明版 （ 官版 ） 3 三体詩 総詩抄
404-52 練公文集 明版 （ 万暦37年版 ） 2 練公文集 別集上
404-53 皇甫司勲集 明版 （ 万暦版 ） 20 皇甫司勲集 別集上
404-54 淡然軒集 明版 （ 万暦30年版 ） 6 淡然軒集 別集下
404-55 愧瘖集 明版 （ 万暦4年版 ） 6 愧瘖集 別集上
404-56 唐詩帰 明版 18 唐詩帰 総詩抄
404-57 元文類 元版 （至正2年版，明成化9年修，元禄13補写） 32 元文類 総詩文鈔
404-60 皇元風雅 五山版 （ 覆元版 ） 4 元風雅 総詩抄
404-61 欧陽文忠公集 元版 12 別本欧陽文忠集 別集上
404-65 圭斎文集 明版 7 圭斎文集 別集上
404-66 金台集 元版 （ 至正版 ） 1 金台集 別集上
404-67 楽府詩集 元版 32 楽府詩集 総楽府
404-68 〈王状元集百家註分類〉東坡先生詩 宋版 14 百家注分類東坡詩 別集上
404-69 南海集 宋版 （淳熙13年版，補写） 2 南海集 別集上
404-70 〈新編事文類聚〉翰墨大全 明版 12 翰墨大全 尺啓彙
404-71 四六発遣膏馥（後集巻5缺） 宋版 （ 補写 ） 8 四六膏馥集 四六
404-72 石倉十二代詩選 明版 （ 崇禎3・4年版 ） 331 石倉十二代詩選 総詩抄
404-73 朱子大全文集 朝鮮版 （ 銅活，補写 ） 95 晦菴文集 別集上
500-6 〈崔舎人〉玉堂類藁　 附：柴邦彦鑑定記 宋版 7 玉堂類稿 別集上
500-7 宋景文集　一名：景文宋公集 宋版 6 宋景文集 別集上
506-37 紫陽文集 朝鮮版 10 紫陽文集 別集上
506-38 湖陰雑稿 朝鮮版 （ 嘉靖版 ） 8 湖陰雑稿 附韓集
511-42 楚辞 朝鮮版 （ 覆元版 ） 3 楚詞集注 楚辞
511-43 陶靖節集 明版 （ 万暦15年版 ） 4 別本陶靖節集 別集上
511-44 樊川文集夾註 朝鮮版 （ 正統5年版 ） 4 別本樊川文集 別集上
511-45 〈分類補註〉李太白詩 朝鮮版 （ 銅活 ） 15 補注李白集 別集上
511-46 南軒文集 朝鮮版 （ 銅活 ） 10 南軒集 別集上
511-47 真西山文集 朝鮮版 （ 銅活 ） 15 真西山文集 別集上
511-48 文山文集 朝鮮版 （ 銅活 ） 15 文山集 別集上
511-49 唐音 朝鮮版 （ 銅活 ） 10 唐音輯註 総詩抄
512-4 牧隠詩精選 朝鮮版 6 牧隠詩精選 附韓集
512-5 皇華集 朝鮮版 5 皇華集 附韓集
555-27 庾開府詩集 明版 2 庾開府詩集 別集上
555-28 東皐子集 明版 （ 崇禎14年版 ） 1 東皐子集 別集上
555-29 駱臨海文集 明版 （ 崇禎13年版 ） 2 駱臨海文集 別集上
555-30 李趙公集 明写 3 李嶠集 別集上
555-31 宋学士集 明版 （ 崇禎14年版 ） 1 宋学士集 別集上
555-32 張曲江集 明写 3 別本曲江集 別集上
555-33 李北海集 明版 （ 崇禎14年版 ） 1 李北海集 別集上
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× 文政11（佐） 7124 ○ 在 90上 甲 497 た43 秘 ①
× 文政11（佐） 7125 ○ 在 90上 甲 497 た43 秘 ①
× 享保元以前（官） 7126 × 在 90上 甲 497 た43 ①
× 文政11（佐） 7127 ○ 在 90上 甲 497 た43 秘 ①
× 万治3（御） 7128 ○ 在 90上 甲 497 た43 秘 ①・③
× 明和5以前（書） 7136 ○ 在 91 甲 498 た44 秘 ①
× 文政11（佐） 7137 ○ 在 91 甲 498 た44 秘 ①
× 万治2（御） 7138 × 在 91 甲 498 た44 秘 ①
× 文政11（佐） 7139 × 在 91 甲 498 た44 秘 ①
× 文政11（佐） 7140 ○ 在 91 甲 498 た44 秘 ①
× 文政11（佐） 7141 ○ 在 91 甲 498 た44 秘 ①
× 享保元以前（官） 7142 ○ 在 91 甲 498 た44 秘 ①
× 文政11（佐） 7143 ○ 在 91 甲 498 た44 秘 ①
× 文政11（佐） 7144 × 在 91 甲 498 た44 秘 ①
× 享保元以前（官） 7145 ○ 在 91 甲 498 た44 秘 ①
× 正保2（御） 7146 ○ 在 91 甲 498 た44 秘 ①
× 明暦3（御） 7147 ○ 在 91 甲 498 た44 秘 ①
× 正保3（御） 7148 ○ 在 91 甲 498 た44 秘 ①
× 享保元以前（官） 7149 ○ 在 91 甲 498 た44 秘 ①
× 文政11（佐） 7130 ○ 在 91〔90〕下 甲 499 た45 秘 ①
× 文政11（佐） 7131 ○ 在 91〔90〕下 甲 499 た45 秘 ①・③
× 文政11（佐） 7132 ○ 在 91〔90〕下 甲 499 た45 佐 ①
× 文政11（佐） 7133 × 在 91〔90〕下 甲 499 た45 佐 ×
× 文政11（佐） 7134 ○ 在 91〔90〕下 甲 499 た45 秘 ①
× 文政11（佐） 7135 ○ 在 91〔90〕下 甲 499 た45 秘 ①
× 享保元以前（官） 7150 ○ 在 92 甲 500 た46 秘 ①
× 慶安4（御） 7151 ○ 在 92 甲 500 た46 秘 ①
× 文政11（佐） 7152 ○ 在 92 甲 500 た46 秘 ③
× 文政11（佐） 7153 ○ 在 92 甲 500 た46 秘 ①
× 文政11（佐） 7154 ○ 在 92 甲 500 た46 秘 ①
× 寛文11（御） 7155 ○ 在 92 甲 500 た46 秘 ①
× 幕初（御）＊ 7156 ○ 在 92 甲 500 た46 秘 ①・③
× 文化4（化）＊ 7157 ○ 在 92 甲 500 た46 秘 ①
× 天保7以前（重） 7158 ○ 在 92 甲 500 た46 秘 ①
× 承応元（御）＊ 7159 ○ 在 92 甲 500 た46 秘 ①
× 承応2（御） 7160 ○ 在 92 甲 500 た46 秘 ①
× 寛文元（御） 7161 ○ 在 92 甲 500 た46 秘 ①
× 天保7～元治2（重 +元）7162 ○ 在 92 甲 500 た46 秘 ①
× 享保元以前（官） 7163 ○ 在 93甲 甲 501 た47 秘 ①
× 文政11（佐） 7173 ○ 在 93甲 甲 501 た47 秘 ①
× 正保3（御） 7167 ○ 在 93甲 甲 501 た47 秘 ①
× 文政11（佐） 7164 ○ 在 93乙 甲 502 た48 秘 ① 統合整理× 文政11（佐） 7165 ○ 在 93乙 甲 502 た48 秘 ①
× 承応2（御） 7166 ○ 在 93乙 甲 502 た48 秘 ①
× 明和5以前（書） 7168 ○ 在 93乙 甲 502 た48 秘 ①
× 文政11（佐） 7186 ○ 在 93乙 甲 502 た48 佐 ×
× 承応2（御） 7187 ○ 在 93乙 甲 502 た48 秘 ①
× 享保元以前（官） 7170 ○ 在 94 甲 503 た49 秘 ①
× 正保3（御）＊ 7171 ○ 在 94 甲 503 た49 ×
× 文政11（佐） 7180 ○ 在 94 甲 503 た49 秘 ①
× 文政11（佐） 7172 ○ 在 94 甲 503 た49 秘 ①
× 明和5以前（書） 7169 ○ 在 94 甲 503 た49 秘 ①
× 文政11（佐） 7174 ○ 在 94 甲 503 た49 佐 ×
× 享保元以前（官） 7175 ○ 在 94 甲 503 た49 秘 ①
× 享保元以前（官） 7176 ○ 在 94 甲 503 た49 秘 ①
× 享保元以前（官） 7177 ○ 在 94 甲 503 た49 秘 ①
× 文政11（佐） 7178 ○ 在 94 甲 503 た49 秘 ①
× 文政11（佐） 7179 ○ 在 94 甲 503 た49 秘 ①
× 享保8以前（府） 7181 ○ 在 94 甲 503 た49 ×
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555-35 昌黎先生詩集注 清版 （康熙38年版，補写） 4 韓詩集注 別集上
555-36 元氏長慶集 明版 （ 万暦32年版 ） 7 元氏長慶集 別集上
555-37 柳河東集 明版 12 別本柳河東集 別集上
555-38 河東先生集　一名：柳河東集 明版 （ 嘉靖模宋版 ） 20 別本柳河東集 別集上
555-39 太乙山房文集 明版 （ 崇禎6年版 ） 7 太乙山房全集 別集下
555-40 蕭文元集 明版 （ 崇禎13年版 ） 1 蕭文元集 別集上
555-41 樊川文集 明版 （ 覆宋版 ） 6 樊川文集 別集上
555-42 杜樊川文集 明版 2 別本樊川文集 別集上
555-43 安陽集 清版 （ 乾隆5年版 ） 8 安陽集 別集上
555-44 宛陵先生文集 明版 20 宛陵集 別集上
555-45 山谷老人禅喜集 明版 1 山谷禅喜集 別集上
555-46 西塘先生文集 明版 （ 万暦37年版 ） 4 西塘文集 別集上
555-47 後山先生集 明版 （ 弘治12年版 ） 4 後山先生詩集 別集上
555-48 石門文字禅 清版 （康煕19～21年版） 6 石門文字禅 別集上
555-49 櫚文集 明版 （ 万暦34年版 ） 3 櫚文集 別集上
555-50 宗忠簡公集 明版 （ 崇禎13年版 ） 2 宗忠簡集 別集上
555-51 梅渓先生文集 明版 （ 正統5年版 ） 10 王梅渓集 別集上
555-52 水心文集 明版 8 水心文集 別集上
555-53 龍川文集 明版 8 龍川文集 別集上
555-54 泰泉集 明版 （ 万暦元年版 ） 20 泰泉集 別集上
555-55 文則 明版 （ 嘉靖34年版 ） 8 文則 総文抄
555-56 石堂遺集 明版 （ 万暦3年版 ） 7 石堂遺集 別集上
555-57 林屋詩稿 清版 16 林屋詩文稿 別集下
555-58 文選補遺 清版 （ 乾隆2年版 ） 16 文選補遺 総文選
555-59 戴司成集 明版 （ 万暦34年版 ） 4 戴司成集 別集下
555-60 劉須渓記鈔 明版 （ 天啓3年版 ） 2 劉須渓記抄 別集上
555-61 海瓊玉蟾先生文集 明版 6 白玉蟾文集 別集上
555-62 黄文献公文集 明版 （ 嘉靖10年版 ） 6 黄文献集 別集上
555-63 篁墩程先生文集 明版 20 篁墩文集 別集上
555-64 戒菴文集 明版 6 戒菴文集 別集上
555-65 湘皐集 明版 （ 嘉靖34年版 ） 8 湘皐集 別集上
555-66 石田詩選 明版 （ 弘治17年版 ） 4 石田詩選 別集上
555-67 周恭粛公集 明版 （ 嘉靖28年版 ） 4 周恭粛集 別集上
555-68 儼山文集 明版 （ 嘉靖25年版 ） 12 儼山詩文集 別集上
555-69 費文通公集選 明版 （ 万暦12年版 ） 4 費文通集選 別集上
555-70 薛考功集 明版 （ 嘉靖14年版 ） 2 薛考功集 別集上
555-71 王遵巌家居集 明版 （ 嘉靖31年版 ） 3 王遵巌家居集 別集上
555-72 古狂馮侍御芻蕘録 明版 （ 隆慶2年版 ） 10 馮侍御芻蕘録 別集上
555-73 天目先生集 明版 （ 万暦12年版 ） 10 天目集 別集上
555-74 洞陽子集 明版 （ 万暦元年版 ） 16 洞陽子集 別集下
555-75 太泌山房集 明版 （ 万暦39年版 ） 47 太泌山房集 別集下

555-76 月峰先生居業 明版 （ 万暦版 ） 4 月峰先生居業 別集下
5 月峰居業次編 別集下

555-77 五嶽山人集 明版 8 五嶽山人集 別集上
555-78 豊対楼詩選 明版 （ 万暦24年版 ） 12 豊対楼詩選 別集下
555-79 嶺南文献軌範補遺 明版 6 嶺南文献補遺 総文抄
555-80 東壁図書府 明版 （ 嘉靖31年版 ） 5 東壁図書府 総詩全
555-81 白蘇斎類集 明版 4 白蘇斎集 別集下
555-82 珂雪斎集選 明版 （ 天啓2年版 ） 16 珂雪斎集選 別集下
555-83 厳太僕詩集 清版 （ 乾隆元年版 ） 2 厳大僕詩集 別集下
555-84 井丹先生集 明版 （ 万暦19年版 ） 10 井丹集 別集下
555-85 証学編 明版 （ 万暦24年版 ） 4 証学編 別集下
555-86 檀雪斎集 明版 （ 崇禎元年版 ） 12 檀雪斎集 別集下
555-87 端簡鄭公文集 明版 （ 万暦28年版 ） 14 鄭端簡集 別集下
555-88 區太史詩稿 明版 （ 万暦版 ） 4 區太史詩稿 別集下
555-89 汪禹乂集 明版 （ 万暦14年版 ） 4 汪禹乂集 別集下
555-90 梅村集 清版 （ 順治17年版 ） 4 梅村詩集 別集下
555-91 寒村詩文選 清版 14 寒村詩文選 別集下
555-92 衣生粤草 明版 （ 万暦42年版 ） 2 衣生粤蜀草 余集
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× 幕初（御） 7182 ○ 在 95 甲 504 た50 ①

× 天保7～元治2（重 +元）7183 ○ 在 95 甲 504 た50 秘 ② 林信貞献（書）
の可能性あり

× 文政11（佐） 7184 ○ 在 95 甲 504 た50 秘 ①
× 文政11（佐） 7185 ○ 在 96 甲 505 た51 佐 ×
× 正保3（御） 7188 ○ 在 96 甲 505 た51 秘 ①
× 万治3（御）＊ 7189 ○ 在 96 甲 505 た51 秘 ①
× 文政11（佐） 7190 ○ 在 96 甲 505 た51 秘 ①
× 文政11（佐） 7191 ○ 在 96 甲 505 た51 秘 ①
× 寛文11（御） 7192 ○ 在 97 甲 506 た52 ×
× 承応2（御） 7193 ○ 在 97 甲 506 た52 ×
× 明暦元（御） 7194 ○ 在 97 甲 506 た52 秘 ①
× 承応2（御） 7195 ○ 在 97 甲 506 た52 ×
× 享保元以前（官） 7196 ○ 在 97 甲 506 た52 ×
× 文政11（佐） 7197 ○ 在 97 甲 506 た52 佐 ×
× 幕初（御）＊ 7198 ○ 在 97 甲 506 た52 秘 ①
× 享保元以前（官）＊ 7199 ○ 在 97 甲 506 た52 秘 ①・④
× 明暦3（御） 7200 ○ 在 97 甲 506 た52 ×
× 享保8以前（府） 7201 ○ 在 97 甲 506 た52 ×
× 幕初（御） 7202 ○ 在 97 甲 506 た52 ×
× 幕初（御） 7203 ○ 在 97 甲 506 た52 ×
× 文政11（佐） 7204 ○ 在 97 甲 506 た52 秘 ①
× 慶安3（御） 7205 ○ 在 97 甲 506 た52 ×
× 正保2or 寛文元（御） 7206 × 在 98 甲 506 た53 秘 ①
○ 文政11（佐） 7207 ○ 在 98 甲 506 た53 佐 ×
× 享保8以前（府） 7208 ○ 在 98 甲 506 た53 秘 ①
× 享保元以前（官） 7209 ○ 在 98 甲 506 た53 秘 ①
× 文政11（佐） 7210 ○ 在 98 甲 506 た53 佐 ×
× 天保7～元治2（重 +元）7211 ○ 在 98 甲 506 た53 秘 ①
× 文政11（佐） 7212 ○ 在 98 甲 506 た53 佐 ×
○ 幕初（駿・御） 7216 ○ 在 102 甲 512 た54 秘 ①
○ 幕初（駿・御） 7226 ○ 在 110 甲 519 た55 秘 ②
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555-93 〈六家〉文選 明版 （覆宋嘉靖28年版） 31 六家文選 総文選

555-94 古文真宝後集 古活字版 （ 慶長14年版 ） 2 古文真宝後集 総詩文鈔

555-95 全蜀藝文志 明版 （ 嘉靖20年版 ） 50 全蜀藝文志 総詩文鈔
555-96 古論大観 明版 31 古論大観 総文抄
555-97 元人集十種 明版 （ 崇禎11年版 ） 13 元人集十種 総詩全
555-98 万首唐人絶句 明版 （ 万暦35年版 ） 10 別本万首唐人絶句 総詩抄
555-99 唐詩品彙 明版 （ 官版，補写 ） 23 唐詩品彙 総詩抄
555-100 元詩体要 明版 （ 正徳14年版 ） 10 元詩体要 総詩抄
555-101 海岳霊秀集 明版 （ 万暦版 ） 10 海岳霊秀集 総詩抄
555-102 明詩選最 明版 3 明詩選最 総詩抄
555-103 詩源 清版 20 詩源 総詩抄
555-104 苑詩類選 明写 8 苑詩類選 総詩抄
555-105 雲間三子新詩合稿 清版 3 雲間三子新詩合稿 閏集
555-106 呉江沈氏詩集 清版 （ 乾隆5年版 ） 2 呉江沈氏詩録 閏集
555-107 南雍造士録 明版 2 南雍造士録 制科藝
555-108 甲辰十八房鈔 明版 2 甲辰十八房鈔 制科藝
555-109 詩話総亀 明版 （ 嘉靖23年版 ） 6 詩話総亀 詩文評
555-110 藝苑巵言 明版 2 藝苑巵言 詩文評
555-111 詩学権輿 明版 （ 成化5年版 ） 4 詩学権輿 詩文評
555-112 雍煕楽府 明版 （ 嘉靖19年版 ） 20 雍煕楽府 詞曲
555-113 橘山四六 明版 （ 万暦35年版 ） 8 橘山四六 四六
555-114 詞致録 明版 （万暦15年版，補写） 6 詞致録 尺啓彙
555-115 甔甀洞稿 明版 （ 万暦12年版 ） 20 甔甀洞稿 別集上
555-116 古今名媛彙詩 明版 （ 泰昌元年版 ） 8 名媛彙詩 閏集
555-117 雅音会編 明版 （ 天順7年版 ） 6 雅音会編 総詩抄
555-118 全唐風雅 明版 （ 万暦2年版 ） 10 全唐風雅 総詩抄
555-119 中州名賢文表 清版 （ 康煕45年版 ） 8 中州名賢文表 総文抄
555-120 初唐四子集 明版 （ 崇禎13年版 ） 6 初唐四子集 総詩文全
555-121 西漢文苑 明版 （ 万暦28年版 ） 14 西漢文苑 総文抄
555-122 読杜詩愚得 朝鮮版 15 読杜詩愚得 別集上
555-138 文章弁体 朝鮮版 （ 銅活 ） 22 文章弁体 総詩文鈔

合計　　　　146部　　　1736点
来歴志所載　 42部　　　 877点

典拠略号
駿 駿府御文庫本たるによる
慶 慶長御写本たるによる
桜 桜田御文庫本たるによる
佐 佐伯毛利本たるによる
前 前田綱紀献本
新 新見正興献本
近 近藤守重献本
本 御本日記
来 来歴志
始 御文庫始末記
日 御書物方日記
御 御文庫目録
官 官庫書籍目録

重+元 重訂目録と元治目録を併せ勘う
実 徳川実紀
寛 寛政重修諸家譜
右 右文故事
昆 昆陽漫録
人 人見竹洞全集所収紅葉山文庫日録
没 文政11幕府没収本
書 御書目録
府 官府書目

分類略号
楚辞 楚辞類
別集上 別集類上
別集下 別集類下
余集 余集類
総文選 総集類文選之属
総楽府 総集類楽府之属
総詩文全 総集類詩文全録之属
総詩文鈔 総集類詩文鈔之属
総文全 総集類文全録之属
総文抄 総集類文抄之属
総詩全 総集類詩全録之属
総詩抄 総集類詩抄之属
閏集 閏集類
制科藝 制科藝類
賦 賦類
詩文評 詩文評類
詞曲 詞曲類
四六 四六類
尺啓彙 尺牘啓箋類彙集之属
尺啓専 尺牘啓箋類専集之属
尺啓啓 尺牘啓箋類啓箋之属
附韓集 附存部韓人著撰類集之属


